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本
学
は
昨
年
十
二
月
十
九
日

付
で
、
米
国
の
格
付
け
機
関

Ｓ
＆
Ｐ（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ア
ン

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日

か
ら
始
ま
る
皆
さ
ん
の
学
園
生

活
が
、
実
り
豊
か
で
あ
れ
と
心

か
ら
祈
り
ま
す
。

東
京
理
科
大
学
は
、
一
八
八

一
年
（
明
治
十
四
年
）
に
二
十

代
の
青
年
理
学
士
達
二
十
一
人

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
東
京
物

理
学
講
習
所
に
そ
の
端
を
発

し
、
東
京
物
理
学
校
と
改
称
さ

れ
、
さ
ら
に
戦
後
の
学
制
改
革

に
よ
り
東
京
理
科
大
学
と
な
っ

て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

政
治
や
経
済
が
優
先
さ
れ
た
創

設
当
時
に
あ
っ
て
、
創
設
者
達

の
掲
げ
た
「
理
学
の
普
及
を
以

っ
て
国
運
発
展
の
基
礎
と
な

す
」
と
の
建
学
の
精
神
と
理
科

系
人
材
の
育
成
に
注
い
だ
情
熱

は
、「
実
力
主
義
」
の
教
育
方

針
と
と
も
に
本
学
百
二
十
三
年

の
歴
史
を
と
お
し
て
脈
々
と
受

け
継
が
れ
、
教
育
界
、
産
業
界

を
は
じ
め
と
す
る
諸
分
野
に
お

け
る
指
導
的
人
材
を
多
数
輩
出

し
て
き
ま
し
た
。
現
在
わ
が
国

は
「
科
学
技
術
創
造
立
国
」
を

国
家 

目
標
と
し
て
お
り
、
理

科
系
の
人
材
養
成
を
目
指
し
た

本
学
の
建
学
の
精
神
は
、
百
年

を
越
え
て
な
お
意
義
を
持
ち
続

け
て
い
る
の
で
す
。

今
日
、
本
学
は
薬
学
部
、
経

営
学
部
を
含
む
八
学
部
、
八
大

学
院
研
究
科
と
一
専
攻
科
を
擁

す
る
わ
が
国
屈
指
の
私
立
理
工

系
総
合
大
学
と
し
て
高
い
社
会

的
評
価
を
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
創
設
以
来
の
伝
統
で
あ
る
夜

間
学
部
を
保
持
し
て
い
る
ほ

か
、
現
職
教
員
の
再
学
習
や
社

会
人
の
生
涯
学
習
な
ど
へ
の
門

戸
を
開
い
て
い
ま
す
。
本
年
度

か
ら
高
度
な
技
術
経
営
の
実
務

学
習
の
た
め
の
専
門
職
大
学
院

「
総
合
科
学
技
術
経
営
研
究
科
」

を
開
設
し
、
本
日
初
の
入
学
生

を
迎
え
ま
し
た
。

大
学
在
学
期
間
は
、
生
き
が

い
あ
る
人
生
の
設
計
を
し
、
自

ら
主
体
的
、
積
極
的
に
準
備
を

す
る
期
間
で
す
。
感
受
性
と
柔

軟
性
に
富
む
年
齢
で
あ
り
、
師

前
東
京
理
科
大
学
長
の
西
川

哲
治
先
生
が
、
平
成
十
五
年
秋

の
叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
重
光
章

を
受
章
さ
れ
た
（「
本
学
報
」

前
号
既
報
）
こ
と
を
お
祝
い
す

る
会
が
二
月
一
日（
日
）、
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン

ト
で
開
催
さ
れ
た
。
祝
賀
会
に

は
塚
本
理
事
長
、
岡
村
学
長
を

は
じ
め
理
事
会
役
員
、
西
川
先

生
在
職
中
の
学
長
補
佐
、
学
部

長
の
先
生
方
な
ど
約
七
十
人
が

出
席
し
、
西
川
先
生
の
叙
勲
を

称
え
た
。

今
年
七
十
八
歳
を
迎
え
ら
れ

る
西
川
先
生
は
大
変
お
元
気
な

ご
様
子
で
、
に
こ
や
か
に
謝
辞

を
述
べ
ら
れ
た
。

二
月
に
イ
ン

ド
に
出
張
し

た
。
行
っ
た
先

は
、
ベ
ン
ガ
ル

湾
沿
い
に
あ
る

古
い
都
街
、
プ

リ
ー
お
よ
び
イ

ン
ド
最
大
の
都
市
、
コ
ル
カ
タ

で
あ
る
。
プ
リ
ー
で
行
わ
れ
た

国
際
会
議
に
出
席
し
て
招
待
講

演
を
行
っ
た
後
に
、
コ
ル
カ
タ

に
あ
る
研
究
機
関
に
滞
在
し
、

研
究
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
き

た
。
▼
コ
ル
カ
タ
は
、
従
来
は

カ
ル
カ
ッ
タ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
都
市
だ
が
「
カ
ル
カ
ッ
タ
」

と
い
う
名
称
は
植
民
地
時
代
に

英
国
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
最
近
に
な
っ

て
植
民
地
以
前
に
使
わ
れ
て
い

た
「
コ
ル
カ
タ
」
と
い
う
名
称

で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
▼
イ
ン
ド
は
、
植
民

地
支
配
や
宗
教
上
の
紛
争
、
難

民
の
流
入
な
ど
、
過
去
の
数
多

く
の
不
幸
な
歴
史
を
背
負
い
な

が
ら
も
、
少
し
で
も
先
進
諸
国

に
追
い
つ
き
追
い
越
そ
う
と
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
た
と

え
ば
、
コ
ル
カ
タ
で
立
ち
寄
っ

た
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
（
大
学
名

称
に
は
、
未
だ
「
カ
ル
カ
ッ
タ
」

が
使
わ
れ
て
い
る
）
で
は
、
老

朽
化
し
た
建
物
の
中
で
、
多
く

の
学
生
が
必
死
に
勉
学
に
取
り

組
む
姿
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

私
と
同
じ
分
野
の
研
究
を
行
っ

て
い
る
研
究
室
で
は
、
大
学
院

生
た
ち
が
限
ら
れ
た
研
究
費
の

中
で
必
死
に
研
究
を
行
い
、
す

ば
ら
し
い
成
果
を
挙
げ
て
い
る

様
子
に
感
銘
を
受
け
た
。
▼
イ

ン
ド
の
貨
幣
価
値
は
欧
米
や
日

本
な
ど
と
比
べ
て
低
い
た
め
、

実
験
装
置
を
購
入
す
る
こ
と
が

難
し
い
。
大
学
院
生
た
ち
は
、

自
分
た
ち
の
わ
ず
か
な
装
置
を

熟
知
し
完
全
に
使
い
こ
な
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
最
先
端
の
研
究

を
行
っ
て
い
た
。
学
ぶ
べ
き
こ

と
の
多
い
出
張
だ
っ
た
。

（
Ｎ
・
Ｙ
）

（年４回発行） 

２
面

高
い
格
付
け
、
世
界
の
理
大
へ
／
新
年
度
の
予
算

３
面

新
任
教
員
31
氏
紹
介
／
３
先
生
に
名
誉
教
授
称
号

４
・
５
面

入
学
式
グ
ラ
フ
／
研
究
員
内
定
／
卒
業
式

６
面

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

７
面

山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

８
面

平
成
15
年
度
の
就
職
概
況
／
お
薦
め
！
こ
の
本

９
面

学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
／
父
母
懇
談
会
／
今
年
度
入
試

10
面
「
理
大
・
人
」
／
平
成
15
年
度
学
長
表
彰
　
ほ
か

平
成
十
六
年
度
東
京
理
科
大
学
入
学
式
が
、
四
月
九
日

午
前
十
時
二
十
分
か
ら
、
東
京
千
代
田
区
の
日
本
武
道
館

で
行
わ
れ
た
。
五
千
四
百
六
十
人
の
新
入
生
を
迎
え
た
会

場
は
、
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
満
た
さ
れ
た
。
本
学
管
弦
楽

団
の
記
念
演
奏
で
開
式
。
新
入
生
も
参
列
し
た
ご
父
母
も

や
や
緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ
た
が
、
期
待
に
胸
膨
ら
む
様

子
が
う
か
が
え
た
。
岡
村
学
長
の
式
辞
の
後
、
本
学
合
唱

団
に
合
わ
せ
て
校
歌
を
斉
唱
し
、
式
が
終
了
し
た
。

壇上で謝辞を述べられる西川先生

西川前学長の叙勲を
お祝いする会　開く

や
友
と
の
交
わ
り
や
、
素
養
を

深
め
自
立
し
た
た
く
ま
し
い
生

命
力
を
養
う
べ
き
か
け
が
え
の

な
い
期
間
な
の
で
す
。
皆
さ
ん

に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
正

解
が
必
ず
あ
る
問
題
を
早
く
解

く
と
い
う
入
学
試
験
的
能
力
で

は
な
く
、
混
沌
と
し
た
諸
課
題

の
絡
ま
り
の
中
か
ら
、
創
意
を

こ
ら
し
て
深
く
考
察
し
、
未
知

の
真
理
あ
る
い
は
課
題
の
対
処

法
を
見
つ
け
出
す
力
を
身
に
つ

け
た
人
材
で
あ
る
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
大
学
に
お
け
る
勉

学
は
、
単
に
そ
の
分
野
の
知
識

や
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
こ
の
よ
う
な
知
的
活
動

に
つ
い
て
の
普
遍
性
の
高
い
科

学
的
手
法
を
学
ぶ
こ
と
な
の
で

す
。み

ず
か
ら
情
熱
を
持
っ
て
学

び
、
積
極
的
に
挑
戦
す
れ
ば
、

結
果
を
得
た
と
き
の
感
動
を
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
知

的
好
奇
心
か
ら
発
し
た
活
動
が

も
た
ら
す
知
的
興
奮
の
喜
び
こ

そ
、
文
明
・
文
化
の
発
展
に
貢

献
し
た
人
々
の
生
き
甲
斐
の
源

泉
で
あ
っ
た
と
私
に
は
思
え
る

の
で
す
。

二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
人
類

社
会
は
、
地
球
環
境
、
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
、
医
療
な

ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お

り
、
そ
れ
だ
け
に
今
世
紀
の
地

平
を
拓
く
皆
さ
ん
の
活
躍
が
強

く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
達

教
職
員
は
、
人
類
社
会
の
未
来

に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
共
に
歩

ん
で
行
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
学
園
生
活
で

は
、
特
に
心
身
の
健
康
に
留
意

し
、
楽
し
く
実
り
多
い
生
活
を

送
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

ド
・
プ
ア
ー
ズ
）よ
り
「
Ａ
Ａ
－

ダ
ブ
ル
Ａ
マ
イ
ナ
ス」

で
「
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
（
＝
長
期

的
な
見
通
し
）
安
定
的
」
と
い

う
評
価
を
取
得
し
た
。
こ
の
評

価
は
、
国
内
の
企
業
で
は
東
京

電
力
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
、
味
の
素
と
同
等
で
あ

る
。な

お
、
本
学
は
学
校
法
人
と

し
て
日
本
で
初
め
て
、
海
外
の

格
付
け
機
関
か
ら
格
付
け
評
価

を
取
得
し
た
。
そ
の
主
な
目
的

は
、
本
学
が
「
世
界
を
先
導
す

る
科
学
技
術
拠
点
」
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
、
世
界
基
準
で
の

客
観
的
評
価
を
情
報
開
示
す
る

た
め
で
あ
る
。

本
学
は
今
回
の
結
果
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
今
後
の
更
な
る

大
学
改
革
に
邁
進
し
て
い
く
所

存
で
あ
る
。（

２
面
に
関
連
記
事
）

一
人
の
天
才
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、
独
創
的
な
企
画
、
信
念
ま

た
は
現
状
に
柔
軟
に
対
応
す
る

感
性
を
有
す
る
人
々
に
よ
っ
て

前
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
学
問
分
野
、
産
業
分
野
、

社
会
分
野
に
お
け
る
人
的
交
流

と
融
合
、
ウ
ィ
ー
ビ
ン
グ
（
織

り
成
す
こ
と
）
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
科
は
産
官
学
こ
ぞ
っ

て
総
力
を
挙
げ
て
の
協
力
を
得

て
、
新
事
業
創
出
の
人
材
を
育

て
る
た
め
の
教
授
陣
を
揃
え

た
。
そ
の
目
標
は
企
業
の
大
小

三
月
二
十
七
日
に
専
門
職
大

学
院
（
総
合
科
学
技
術
経
営
研

究
科
）
で
、
現
在
、
経
済
産
業

省
や
産
業
界
の
第
一
線
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
）
の
Ｍ

Ｏ
Ｔ
ス
ク
ー
ル
の
修
了
者
四
人

を
問
わ
ず
、
営
利
・
非
営
利
を

問
わ
ず
、
課
題
発
見
・
解
決
能

力
を
有
す
る
人
材
の
育
成
に
あ

る
。ユ

ビ
キ
タ
ス
と
環
境
の
世
紀

と
言
わ
れ
る
現
代
、
当
研
究
科

は
入
学
生
に
対
し
て
は
ナ
ノ
・

バ
イ
オ
、
情
報
、
医
薬
学
の
先

端
技
術
を
修
得
さ
せ
る
と
と
も

に
、
経
営
論
を
体
系
的
に
教
え
、

こ
れ
ら
の
二
つ
の
ツ
ー
ル
に
基

づ
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身

に
付
け
さ
せ
、
付
加
価
値
を
一

段
と
高
め
て
世
に
送
り
出
す
こ

と
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
た
い
。

を
講
演
者
と
し
て
招
き
、
本
大

学
院
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
Ｆ
Ｄ
：
教

員
が
授
業
内
容
・
方
法
を
改
善

し
、
向
上
さ
せ
る
た
め
の
組
織

的
な
取
り
組
み
）
の
研
修
会
が

開
催
さ
れ
た
。

研
修
会
に
は
、
本
大
学
院
の

専
任
教
員
と
、
前
花
王
会
長
の

常
盤
文
克
氏
（
現
東
京
理
科
大

学
特
別
顧
問
）
を
は
じ
め
客
員

教
授
及
び
非
常
勤
講
師
が
参
加

し
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
授
業
概
要
や
課

題
等
、
広
い
範
囲
で
の
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
も
取

材
に
訪
れ
、本
学
専
門
職
大
学
院

の
Ｆ
Ｄ
活
動
に
対
す
る
社
会
的

な
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

研
修
会
の
後
に
開
催
さ
れ
た

懇
親
会
に
は
、
塚
本
桓
世
理
事

長
も
出
席
し
意
見
交
換
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
成
功
裡
に
終
了
し

た
。

学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
活
躍
中 

９面 

総
合
科
学
技
術
経
営
研
究
科
　

ス
タ
ー
ト 

総
合
科
学
技
術
経
営
研
究
科
　

ス
タ
ー
ト 

新
事
業
創
出
の
人
材
を
育
て
る 

総
合
科
学
技
術
経
営
研
究
科
長
　

板
生
　
　
清 

二
十
一
世
紀
は
知
の
世
紀
と

言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も

専
門
職
大
学
院
で
Ｆ
Ｄ
研
修
会
開
く

本
学
、高
い
格
付
け
取
得 

米
Ｓ
＆
Ｐ
に
よ
る 

世
界
基
準
の
評
価 

ダ
ブ
ル
Ａ
マ
イ
ナ
ス
・
安
定
的 

楽しく、実り豊かに 楽しく、実り豊かに 
新入生の皆さんに望む 学　長　岡村　弘之 

日
本
武
道
館
を
埋
め
た
平
成
16
年
度
新
入
生
と
父
母
た
ち
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本
学
は
、
一
面
記
載
の
通
り

Ｓ
＆
Ｐ
に
よ
る
「
ダ
ブ
ル
Ａ
マ

イ
ナ
ス
」
の
格
付
け
を
取
得
し

た
が
、
従
来
、
日
本
の
大
学
に

対
す
る
国
際
的
な
評
価
は
必
ず

し
も
高
い
と
は
言
え
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
本
学
は
、

・
世
界
的
に
見
た
本
学
の
競
争

力
を
認
識
す
る
た
め

・
大
学
教
育
と
研
究
の
両
面
を

信
用
力
の
あ
る
第
三
者
か
ら

客
観
的
評
価
を
受
け
、
公
に

す
る
社
会
的
義
務

の
二
つ
の
目
的
か
ら
、
Ｓ
＆
Ｐ

に
よ
る
格
付
け
を
依
頼
、
高
い

評
価
を
取
得
し
た
も
の
で
あ

る
。Ｓ

＆
Ｐ
は
、
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ

と
並
ぶ
世
界
二
大
格
付
け
機
関

の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
世
界

の
六
百
以
上
の
大
学
に
格
付
け

を
付
与
し
た
実
績
が
あ
り
、
そ

の
評
価
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
（
国
際
標
準
）
と
い

え
る
。
本
学
の
取
得
し
た
格
付

け
評
価
（
Ａ
Ａ
－

ダ
ブ
ル
Ａ
マ
イ
ナ
ス、
安
定
的
）
の

根
拠
は
、
主
に
以
下
の
三
点
に

よ
る
。

・
徹
底
し
た
実
力
主
義
に
よ
る

高
い
教
育
と
研
究
能
力
に
支

え
ら
れ
、
質
の
高
い
学
生
を

安
定
的
に
確
保
し
て
い
る
こ

と
・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
構
築
に
よ

る
研
究
・
教
育
環
境
の
更
な

る
充
実
が
進
ん
で
い
る
こ
と

・
非
常
に
健
全
な
財
務
体
質
を

維
持
し
て
い
る
こ
と

本
来
、
格
付
け
と
は
債
券
の

信
用
度
（
元
本
の
安
全
性
）
を

表
す
指
標
で
あ
る
た
め
、
本
学

の
健
全
な
財
務
体
質
に
焦
点
が

当
た
り
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

今
回
の
格
付
け
評
価
に
は
、
本

学
の
高
い
研
究
・
教
育
内
容
や

学
生
諸
君
の
高
い
実
力
も
充
分

に
加
味
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

学
生
諸
君
は
国
際
的
に
認
め
ら

れ
た
高
い
実
力
に
自
信
を
持
っ

平
成
十
六
年
度
予
算
は
、
平

成
十
八
年
に
迎
え
る
創
立
百
二

十
五
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環

で
あ
る
、
神
楽
坂
・
野
田
地
区

再
構
築
計
画
を
一
層
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
教
育
・
研
究
の

質
的
向
上
と
施
設
・
設
備
の
拡

充
を
図
り
、
新
世
紀
に
相
応
し

い
大
学
づ
く
り
を
目
的
に
編
成

を
行
っ
た
。

ま
た
、
次
の
こ
と
を
重
点
項

目
と
し
て
盛
込
む
こ
と
と
し

た
。①

神
楽
坂
地
区
再
構
築
計
画

の
一
部
と
し
て
、
新
二
号
館
建

築
費
の
一
部
を
第
二
号
基
本
金

て
今
後
も
学
業
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
回
の

④
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念

事
業
に
充
当
す
る
た
め
の
寄
付

金
の
う
ち
、
平
成
十
六
年
度
目

標
額
を
予
算
措
置
す
る
こ
と
。

⑤
文
部
科
学
省
の
二
十
一
世

紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
二
〇

〇
三
年
）
に
採
択
さ
れ
た
「
先

導
的
建
築
火
災
安
全
工
学
研
究

の
推
進
拠
点
」
の
形
成
推
進
の

た
め
、
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
火

災
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
、
実
験
棟
建
築

費
を
予
算
措
置
す
る
こ
と
。

⑥
総
合
創
薬
情
報
科
学
の
教

育
研
究
を
推
進
す
る
中
核
拠
点

と
し
て
東
京
理
科
大
学
薬
学
部

内
に
設
置
さ
れ
た
創
薬
情
報
科

学
セ
ン
タ
ー
に
導
入
す
る
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
等
購
入
経
費
を
予
算

措
置
す
る
こ
と
。

⑦
東
京
理
科
大
学
の
ポ
ス
ト

ド
ク
ト
ラ
ル
研
究
員
経
費
を
予

算
措
置
す
る
こ
と
。

な
お
、
資
金
収
支
予
算
書
に

お
け
る
前
年
度
繰
越
支
払
資
金

お
よ
び
消
費
収
支
予
算
書
に
お

け
る
前
年
度
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
は
、
平
成
十
五
年
度
決
算

確
定
前
の
予
算
額
に
基
づ
い
て

い
る
。

＊
詳
細
は
、
七
月
頃
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
掲
載
予
定
。
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へ
先
行
組
入
を
す
る
こ
と
。
ま

た
、
新
五
号
館
建
築
費
、
一
〇

号
館
改
修
費
、
一
〇
号
館
別
館

建
築
費
、
再
構
築
設
計
料
を
予

算
措
置
す
る
こ
と
。

②
野
田
地
区
再
構
築
計
画
の

一
部
と
し
て
、カ
ナ
ル
会
館
（
仮

称
）
建
築
費
、
研
究
室
改
修
費
、

耐
震
改
修
費
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
棟
（
仮
称
）
建
築
費
等

を
予
算
措
置
す
る
こ
と
。

③
総
合
研
究
所
Ｄ
Ｄ
Ｓ
研
究

部
門
に
お
け
る
研
究
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
要
す
る
施
設

整
備
費
等
を
予
算
措
置
す
る
こ

と
。

格
付
け
評
価
は
「
日
本
の
理
科

大
」
で
は
な
く
「
世
界
の
理
科

大
」
と
し
て
飛
躍
す
る
第
一
段

階
と
し
て
真
摯
に
受
け
止
め
、

今
後
の
本
学
発
展
の
一
助
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

学
校
法
人
会
計
の
計
算
体
系
は
、

「
学
校
法
人
会
計
基
準
」に
基
づ
き
、

「
資
金
収
支
計
算
書
」
、「
消
費
収
支

計
算
書
」
お
よ
び
「
貸
借
対
照
表
」

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

学
校
法
人
に
お
け
る
教
育
研
究

等
の
諸
活
動
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
計
画
策
定
を
行
な
い
編
成
さ
れ

た
予
算
は
、
資
金
収
支
計
算
書
お

よ
び
消
費
収
支
計
算
書
に
計
上
さ

れ
、
そ
の
実
績
は
決
算
額
と
し
て

両
計
算
書
お
よ
び
貸
借
対
照
表
に

表
示
さ
れ
る
。

〇
資
金
収
支
計
算
書

資
金
収
支
計
算
書
は
、
教
育
研

究
等
の
諸
活
動
に
要
す
る
一
年
間

の
資
金
の
収
入
、
支
出
を
み
る
も

の
で
、
支
出
に
対
応
す
る
収
入
が

ど
の
よ
う
な
源
泉
か
ら
調
達
さ
れ

て
い
る
か
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
借
入
金
な
ど
の
負
債
性

の
あ
る
収
入
や
、
固
定
資
産
取
得

に
必
要
な
支
出
、
借
入
金
返
済
な

ど
が
全
体
の
収
支
に
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
な
ど
も

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
消
費
収
支
計
算
書

消
費
収
支
計
算
書
は
、
毎
年
度

の
経
営
状
況
を
示
す
も
の
で
あ

る
。「
消
費
支
出
」
と
は
、
学
校

法
人
が
教
育
研
究
等
の
諸
活
動
に

消
費
す
る
資
産
の
取
得
価
額
ま
た

は
用
役
の
対
価
の
こ
と
で
あ
り
、

「
消
費
収
入
」
と
は
、「
消
費
支
出
」

に
充
当
し
得
る
収
入
の
こ
と
で
あ

り
、
負
債
性
の
な
い
収
入
（
帰
属

収
入
）
か
ら
資
本
的
支
出
（
基
本

金
組
入
額
※
）
を
控
除
し
た
も
の

を
い
う
。「
消
費
収
入
」
と
「
消
費

支
出
」
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、

収
入
超
過
か
支
出
超
過
か
が
わ
か

る
。

※
基
本
金

「
基
本
金
」
と
は
学
校
法
人
会

計
独
特
の
も
の
で
あ
り
、
学
校
法

人
が
、
教
育
研
究
活
動
等
の
諸
活

動
の
計
画
に
基
づ
き
必
要
な
資
産

を
継
続
的
に
保
持
す
る
た
め
に
維

持
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
帰
属
収

入
の
中
か
ら
組
み
入
れ
た
金
額
の

こ
と
を
い
い
、
組
み
入
れ
対
象
資

産
の
性
質
に
よ
り
次
の
第
一
号
か

ら
第
四
号
に
区
分
さ
れ
る
。

▽
第
一
号
基
本
金
　
設
立
当
初

に
取
得
し
た
固
定
資
産
と
設
立
後

新
た
な
学
校
の
設
置
、
既
設
の
学

校
の
施
設
設
備
充
実
向
上
の
た
め

に
取
得
し
た
固
定
資
産
の
価
額
で

あ
る
。
た
だ
し
、
借
入
金
で
取
得

し
た
資
産
の
組
み
入
れ
は
、
返
済

し
た
時
点
で
行
わ
れ
る
。

▽
第
二
号
基
本
金
　
将
来
取
得

す
る
固
定
資
産
の
た
め
に
事
前
に

計
画
的
、
段
階
的
に
組
み
入
れ
る

金
銭
そ
の
他
の
資
産
の
額
で
あ
る
。

▽
第
三
号
基
本
金
　
奨
学
事
業

な
ど
の
た
め
の
基
金
設
定
を
目
的

と
し
た
資
産
の
額
で
あ
る
。

▽
第
四
号
基
本
金
　
学
校
法
人

会
計
基
準
等
で
定
め
ら
れ
た
方
式

に
基
づ
い
て
算
出
し
た
恒
常
的
に

保
持
す
べ
き
資
金
の
額
で
あ
る
。

収
支
計
算
書
の
見
方

平　成　１６　年　度　　資　金　収　支　予　算 
［平成16年4月1日から平成17年3月31日まで］ （単位：千円） 

平　成　１６　年　度　　消　費　収　支　予　算 
［平成16年4月1日から平成17年3月31日まで］ （単位：千円） 

収　　　　　入　　　　　の　　　　　部 

支　　　　　出　　　　　の　　　　　部 

消　　　費　　　収　　　入　　　の　　　部 

消　　　費　　　支　　　出　　　の　　　部 

科　　　　目 １６年度予算額 科　　　　目 １６年度予算額 科　　　　目 １６年度予算額 

科　　　　目 １６年度予算額 科　　　　目 １６年度予算額 科　　　　目 １６年度予算額 

科　　　　目 １６年度予算額 科　　　　目 １６年度予算額 科　　　　目 １６年度予算額 

科　　　　目 １６年度予算額 科　　　　目 １６年度予算額 科　　　　目 １６年度予算額 

２５，０１２，１２３ 
１６，３５２，８００ 
２，５６１，４５０ 
１，５９９，１２８ 
４，４９８，７４５ 
１，６１３，２７８ 
１，５６４，２７８ 
９，０００ 
１６，０００ 
２４，０００ 

１，７８８，０００ 
１，５００，０００ 
２８８，０００ 
４，２０２，１６８ 
４，１８２，３４０ 
１４，８２８ 
５，０００ 

１２７，７１６ 

学生生徒等納付金収入 
授業料収入 
入学金収入 
実験実習料収入 
施設設備資金収入 
手数料収入 
入学検定料収入 
試験料収入 
証明手数料収入 
大学入試センター試験実施手数料収入 
寄付金収入 
特別寄付金収入 
一般寄付金収入 
補助金収入 
国庫補助金収入 
地方公共団体補助金収入 
学術研究振興資金収入 
資産運用収入 

５，０００ 
２５，９１０ 
９６，８０６ 
５４３，５９８ 
５４３，５９８ 
９４２，３０３ 
２0，０００ 
５５９，８２０ 
３６２，４８３ 

１５，８９７，７４１ 
８，６６０，５１１ 
２，５５１，４９３ 
４５４，１９１ 
４，１９７，３８２ 
３４，１６４ 

３，８４５，６６３ 
２，０００，０００ 
７２５，５７４ 

第３号基本金運用収入 
受取利息・配当金収入 
施設設備利用料収入 
事 業 収 入 
受託事業収入 
雑　収　入 
入学要項売上収入 
私立大学退職金財団交付金収入 
その他の雑収入 
前受金収入 
授業料前受金収入 
入学金前受金収入 
実験実習料前受金収入 
施設設備資金前受金収入 
その他の前受金収入 
その他の収入 
神楽坂地区新５号館建築及び10号館 
改修資金引当特定預金からの繰入収入 

退職給与引当特定預金からの繰入収入 

７４４，３２９ 
１４６，９５７ 
２１４，１３３ 
１４，６７０ 

△１６，９１６，２８０ 
△  １，２４８，９７６ 
△１５，６６７，３０４ 
４３，１０５，８９０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

８０，１６２，２００ 

前期末未収入金収入 
貸付金回収収入　 
預り金受入収入 
保証金回収収入 
資金収入調整勘定 
期末未収入金 
前期末前受金 
前年度繰越支払資金 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

収　入　の　部　合　計 

学生生徒等納付金 
授業料 
入学金 
実験実習料 
施設設備資金 
手　数　料 
入学検定料 
試験料 
証明手数料 
大学入試センター試験実施手数料 
寄　付　金 
特別寄付金 

一般寄付金 
現物寄付金 
補　助　金 
国庫補助金 
地方公共団体補助金 
学術研究振興資金 
資産運用収入 
第３号基本金運用収入 
受取利息・配当金 
施設設備利用料 
事業収入 
受託事業収入 

雑　収　入 
入学要項売上収入 
私立大学退職金財団交付金 
その他の雑収入 
 
 
 
 

 
帰　属　収　入　合　計 
基 本 金 組 入 額 合 計 
消 費 収 入 の 部 合 計 

１５，２２７，６１１ 
９，８８２，５２４ 
４，５１１，１９７ 
１０７，９９１ 
７２５，８９９ 
８，３９９，７２８ 
１，９３９，９７７ 
１，１５５，８８８ 
４００，５６２ 
１６９，０４６ 
８１，５２２ 
２１８，２１１ 
３３７，７８３ 
１３，４３２ 
１１，６３０ 
９４０，５０５ 
３６０，９１１ 
８０，９７２ 
５９３ 

１，２９４，５４４ 
５１３，５６０ 
７２７，６８４ 
１５２，９０８ 
１，７４３，３９５ 

人件費支出 
教員人件費支出 
職員人件費支出 
役員報酬支出 
退職金支出 
教育研究経費支出 
消耗品費支出 
光熱水費支出 
旅費交通費支出 
奨学費支出 
福利厚生費支出 
通信運搬費支出 
印刷費支出 
広告費支出 
会議費支出 
賃借料支出 
修繕費支出 
諸会費支出 
公租公課支出 
報酬・委託・手数料支出 
保守料支出 
資料費支出 
雑費支出 
管理経費支出 

４４，８３７ 
１０５，４９２ 
６５，２９２ 
３８，７１３ 
４０，７８５ 
１８３，１８８ 
１７，９５４ 
１２８，４５５ 
３６，８５０ 
２５１，３４７ 
６７，９０３ 
１２，８７６ 
５３，０００ 
５２９，５５１ 
８５，４１３ 
４９，４７３ 
３２，２６６ 
５１，４４２ 
５１，４４２ 
２８７，９３０ 
２８７，９３０ 
６，４１７，７００ 
２８０，０００ 
３，２４１，７１５ 

消耗品費支出 
光熱水費支出 
旅費交通費支出 
福利厚生費支出 
通信運搬費支出 
印刷費支出 
保険料支出 
広告費支出 
渉外・会議費支出 
賃借料支出 
修繕費支出 
諸会費支出 
公租公課支出 
報酬・委託・手数料支出 
保守料支出 
資料費支出 
雑費支出 
借入金等利息支出 
借入金利息支出 
借入金等返済支出 
借入金返済支出 
施設関係支出 
土地支出 
建物支出 

１１４，９８５ 
２，７８１，０００ 
２，０１０，３７８ 
１，８１２，５４２ 
８０，５２１ 
１１７，３１５ 
１，７２５，５７４ 
７２５，５７４ 
１，０００，０００ 
１，２８１，５５４ 
４７２，３６０ 
８０９，１９４ 
３００，０００ 

△　７８１，１４５ 
△　７８１，１４５ 
４３，４９８，０３３ 

 
 
 
 
 
 
 

８０，１６２，２００ 

構築物支出 
建設仮勘定支出 
設備関係支出 
教育研究用機器備品支出 
その他の機器備品支出 
図書支出 
資産運用支出 
退職給与引当特定預金への繰入支出 
神楽坂新2号館建築引当特定預金への繰入支出 
その他の支出 
貸付金支払支出 
前期末未払金支払支出 
予備費 
資金支出調整勘定 
期末未払金 
次年度繰越支払資金 

 
 
 
 
 
 
 

支　出　の　部　合　計 

１５，２２７，６１１ 
９，８８２，５２４ 
４，５１１，１９７ 
１０７，９９１ 
５３３，２２５ 
１９２，６７４ 

１２，８９１，７５２ 
１，９３９，９７７ 
１，１５５，８８８ 
４００，５６２ 
１６９，０４６ 
８１，５２２ 
２１８，２１１ 
３３７，７８３ 
１３，４３２ 
１１，６３０ 
９４０，５０５ 
３６０，９１１ 

人　件　費 
教員人件費 
職員人件費 
役員報酬 
退職金 
退職給与引当金繰入額 
教育研究経費 
消耗品費 
光熱水費 
旅費交通費 
奨学費 
福利厚生費 
通信運搬費 
印刷費 
広告費 
会議費 
賃借料 
修繕費 

８０，９７２ 
５９３ 

１，２９４，５４４ 
５１３，５６０ 
７２７，６８４ 
１５２，９０８ 
４，４９２，０２４ 
１，８２９，９９７ 
４４，８３７ 
１０５，４９２ 
６５，２９２ 
３８，７１３ 
４０，７８５ 
１８３，１８８ 
１７，９５４ 
１２８，４５５ 
３６，８５０ 
２５１，３４７ 

諸会費 
公租公課 
報酬・委託・手数料 
保守料 
資料費 
雑　費 
減価償却額 
管 理 経 費 
消耗品費 
光熱水費 
旅費交通費 
福利厚生費 
通信運搬費 
印刷費 
保険料 
広告費 
渉外・会議費 
賃借料 

６７，９０３ 
１２，８７６ 
５３，０００ 
５２９，５５１ 
８５，４１３ 
４９，４７３ 
３２，２６６ 
８６，６０２ 
５１，４４２ 
５１，４４２ 
３００，０００ 

 
 
 

３０，３００，８０２ 
７９９，６９１ 
４，１３６，９４７ 
４，９３６，６３８ 

修繕費 
諸会費 
公租公課 
報酬・委託・手数料 
保守料 
資料費 
雑　費 
減価償却額 
借入金等利息 
借入金利息 
予　備　費 
 
 
 
消 費 支 出 の 部 合 計 

当 年 度 消 費 支 出 超 過 額 
前年度繰越消費支出超過額 
翌年度繰越消費支出超過額 

２５，０１２，１２３ 
１６，３５２，８００ 
２，５６１，４５０ 
１，５９９，１２８ 
４，４９８，７４５ 
１，６１３，２７８ 
１，５６４，２７８ 
９，０００ 
１６，０００ 
２４，０００ 

２，１１３，３１６ 
１，５００，０００ 

２８８，０００ 
３２５，３１６ 
４，２０２，１６８ 
４，１８２，３４０ 
１４，８２８ 
５，０００ 

１２７，７１６ 
５，０００ 
２５，９１０ 
９６，８０６ 
５４３，５９８ 
５４３，５９８ 

９４２，３０３ 
２０，０００ 
５５９，８２０ 
３６２，４８３ 

 
 
 
 
 

３４，５５４，５０２ 
△   ５，０５３，３９1 
２９，５０１，１１１ 

格付け取得までの流れ図 

Ｓ＆Ｐ 大　学 

分　析 

公　表 

格付け決定・通知 格付け結果承認 

資料作成・提出 

・事前提出資料の分析結果 
・マネージメント・ミー 
　ティングの分析結果 

Ｓ＆Ｐ格付け 
委員会で検討 

・大学案内、自己点検・評 
　価報告書、財務諸表など 

マネージメント・ミーティング 
神楽坂・野田校舎視察 

格付けの依頼 

｝ 

Ｓ＆ＰとＲ＆Ｉの格付け比較（抜粋） 
（2004.3.17現在） 

＊S&P＝スタンダード・アンド・プアーズ（米）、R&I＝格付投資情報センター（日本）／米国
と日本の機関による格付け格差は平均して２～３程度格差がある 

S　&　P R　&　I格付け 
会 社 名 会 社 名 大 学 名 大 学 名 

ハ ー バ ー ド 大 学  
スタンフォード大学 
マサチューセッツ 
工 科 大 学  

コ ー ネ ル 大 学  
ウェルズリー大学 
ク ィ ー ン ズ 大 学  

慶 應 義 塾 大 学  
シ カ ゴ 大 学  
ジョンズ･ホプキンズ
大 学  

ジョージタウン大学 
ランカスター大学 
ニューイングランド 
法 科 大 学  

ロチェスター大学 
ウースター工科大学 
バークリー音楽大学 

ク ラ ー ク 大 学  
ウィスコンシン医科大学 
ア メ リ カ ン 大 学  

 

トヨタ自動車 

 
デ ン ソ ー  

武田薬品工業 
花 王  
イトーヨーカ堂 
キ ヤ ノ ン  

旭 化 成  

日本証券金融 

日立製作所 

ＪＲ東日本 
東 京 電 力  
NTTドコモ 
味 の 素  
ホ ン ダ  
ソ ニ ー  
松下電器産業 
日本生命保険 

リ コ ー  
シ ャ ー プ  
富士ゼロックス 

トヨタ自動車 

デ ン ソ ー  

武田薬品工業 

花 王
イトーヨーカ堂 
キ ヤ ノ ン  
ＪＲ東日本 
東 京 電 力  
ＮＴＴドコモ 
松下電器産業 

味 の 素  
ホ ン ダ  
ソ ニ ー  
日本生命保険 
リ コ ー  
シ ャ ー プ  
富士ゼロックス 

 
（ 略 ） 

旭 化 成  
日本証券金融 
日立製作所 

 
（ 略 ） 

早稲田大学 
 
慶應義塾大学 
 
 

日 本 大 学  

法 政 大 学  
成 蹊 大 学  
千葉工業大学 

大阪経済大学 
 
広島修道大学 

 
（ 略 ） 

東 京 理 科 大 学  
カーネギーメロン大学 
カリフォルニア大学 

AAA

AA+

AA

AA－ 

A－ 

A+

A

「世界の理大」へ一歩 「世界の理大」へ一歩 
米社による 
高い格付け 教育・研究の実績も評価 

記
者
会
見
で
本
学
の
獲
得
し
た
高
い
格
付
け
結
果
を

発
表
す
る
塚
本
理
事
長
＝
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

平
成
16
年
度
予
算
　

編
成 

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
理
事
会
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東
京
理
科
大
学
は
、
永
年
に

わ
た
り
本
学
の
教
育
・
研
究
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
功

績
を
挙
げ
ら
れ
た
三
先
生
に
名

誉
教
授
の
称
号
を
授
与
し
た
。

◇
平
成
15
年
12
月
11
日
付

加
藤
　
俊
平
　
68
歳

元
工
学
部
第
一
部
教
授

東
京
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科（
民
事
法
）博
士

課
程
満
期
退
学

昭
和
四
十
九
年
に
着
任
以

来
、
二
十
六
年
間
に
わ
た
り
在

【
理
学
部
第
一
部
】

◆
物
理
学
科教

授
　
本
間
　
芳
和

（
ほ
ん
ま
・
よ
し
か
ず
）

①
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究

科
博
士
課
程
前
期
課
程
物
理
学

専
攻
修
了
②
Ｎ
Ｔ
Ｔ
物
性
科
学

基
礎
研
究
所
表
面
構
造
制
御
研

究
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
③
物
理

学
実
験
（
２
）、
物
理
学
演
習
、

電
磁
気
学
演
習
④
工
学
博
士

◆
応
用
物
理
学
科

教
授
　
服
部
　
武
志

（
は
っ
と
り
・
た
け
し
）

①
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研

究
科
物
理
学
専
門
課
程
博
士
課

程
修
了
②
東
北
大
学
評
議
員
、

多
元
物
質
科
学
研
究
所
副
所
長

③
固
体
物
理
学（
２
）、
物
理
学

実
験
、
物
理
数
学（
１
）及
び
演

習
④
理
学
博
士

【
工
学
部
第
一
部
】

職
さ
れ
た
。
学
生
部
長
や
保
健

体
育
科
学
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
の

要
職
を
歴
任
。
専
門
は
労
働
関

連
法
の
分
野
で
、
「
船
員
制
度
」

の
研
究
を
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ

の
功
績
に
よ
り
運
輸
大
臣
表
彰

の
ほ
か
、
藍
綬
褒
章
、
交
通
文

化
章
を
受
章
さ
れ
た
。

入
江
　
泰
三
　
77
歳

元
工
学
部
第
一
部
教
授

大
阪
大
学
理
学
部
物
理

学
科
卒
業

昭
和
四
十
年
に
着
任
以
来
、

二
十
六
年
間
に
わ
た
り
在
職
さ

れ
た
。
学
生
部
長
や
電
気
工
学

科
主
任
な
ど
の
要
職
を
歴
任
。

専
門
は
電
気
物
性
工
学
で
、
三

元
な
ら
び
に
多
元
化
合
物
半
導

体
の
結
晶
成
長
と
物
性
に
関
す

る
研
究
を
行
っ
た
。

酒
井
　
俊
道
　
67
歳

元
工
学
部
第
一
部
教
授

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
博
士
課
程

単
位
取
得
退
学

昭
和
四
十
五
年
に
着
任
以

来
、
三
十
二
年
間
に
わ
た
り
在

職
さ
れ
た
。
本
学
評
議
員
の
ほ

か
機
械
工
学
科
主
任
な
ど
を
歴

任
。
専
門
は
流
体
工
学
、
特
に

流
体
機
械
で
遠
心
お
よ
び
斜
流

機
械
に
お
け
る
流
れ
場
の
解
明

と
性
能
向
上
を
目
的
と
し
て
実

験
的
・
数
値
的
に
研
究
を
行
っ
た
。

長
年
に
わ
た
り
本
学
の
教

育
・
研
究
、
事
務
に
尽
力
さ
れ

た
三
十
氏
が
三
月
三
十
一
日
付

で
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
。

（
敬
称
略
）

【
理
学
部
第
一
部
】
小
出
直
之

▽
長
谷
川
佑
子
▽
塚
越
幹
郎
▽

中
村
淑
子
▽
植
村
諒
子
（
選
択

定
年
）

【
理
学
部
第
二
部
】
小
池
茂
年

【
工
学
部
第
一
部
】
佐
藤
一
省

▽
武
田
兼
一
良

【
理
工
学
部
】
青
木
基
次
▽
沼

隆
三
▽
大
森
英
樹
▽
小
林
嶺
道

▽
二
見
靖
彦
▽
大
塚
仁
也
▽
渡

俊
一
▽
熊
谷
輝
雄
▽
服
部
直

三
▽
加
川
穂
積
▽
梅
澤
喜
久
夫

【
経
営
学
部
】
片
岡
洋
一

【
総
合
研
究
所
】
生
田
安
喜
良

【
山
口
理
大
】
戸
嶋
直
樹
▽
中

山
登
史
男

【
諏
訪
理
大
】
津
久
井

▽

稲
坂
勤
▽
川
上
洋
一
▽
三
井
田

陸
郎

【
事
務
総
局
】
栗
原
良
平
（
事

務
総
局
）
▽
岡
田
治
代
（
庶
務

課（
野
田
）メ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）▽

松
尾
禺
宏
（
山
口
理
大
事
務
部
）

科
精
密
機
械
工
学
専
攻
修
士
課

程
修
了
②
㈱
ニ
コ
ン
顧
問
③
技

術
開
発
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
④
工

学
修
士

教
授
　
宮
永
　
博
史

（
み
や
な
が
・
ひ
ろ
し
）

①
Ｍ
Ｉ
Ｔ
大
学
院
修
士
課
程
修

了
②
ア
ビ
ー
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
㈱
取
締
役
③B

to
B

マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
④M

aster
of

S
cience

in
E
lectrical

E
ngineering

&
C
om

puterScience

教
授
　
宮
原
　
諄
二

（
み
や
は
ら
・
じ
ゅ
ん
じ
）

①
名
古
屋
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
金
属
学
専
攻
修
士
課
程
修

了
②
一
橋
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
セ
ン
タ
ー
長
③
技
術
評

価
論
等
④
工
学
修
士

教
授
　
幸
　
　
富
成

（
み
ゆ
き
・
と
み
な
り
）

①
上
智
大
学
大
学
院
法
学
研
究

科
法
律
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

②
野
村
證
券
㈱
ア
セ
ッ
ト
・
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
部
部
長
③
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

等
④
法
学
修
士

教
授
　
森
　
　
健
一

（
７
月
就
任
）

（
も
り
・
け
ん
い
ち
）

①
東
京
大
学
工
学
部
応
用
物
理

学
科
卒
業
②
東
芝
テ
ッ
ク
㈱
相

談
役
③
新
産
業
創
出
論
等
④
工

学
博
士

助
教
授
　
徳
重
　
桃
子

（
と
く
し
げ
・
も
も
こ
）

①
上
智
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒

業
②
Ｓ
Ｒ
Ｉ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
③
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
④
文
学
士

（
Ｂ
Ａ
）

【
総
合
科
学
研
究
所
】

◆
先
端
材
料
研
究
部
門

教
授
　
松
田
　
彰
久

（
ま
つ
だ
・
あ
き
ひ
さ
）

①
早
稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学

研
究
科
無
機
化
学
専
攻
修
士
課

程
修
了
②
独
立
行
政
法
人
産
業

技
術
総
合
研
究
所
薄
膜
シ
リ
コ

ン
系
太
陽
電
池
開
発
研
究
ラ
ボ

ラ
ボ
長
④
工
学
博
士

＊
山
口
東
京
理
科
大
学

【
基
礎
工
学
部
】

◆
物
質
・
環
境
工
学
科

助
教
授
　
木
練
　
　
透

（
き
ね
り
・
と
お
る
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
基
礎

工
学
研
究
科
材
料
工
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
修
了
②
Ｔ
Ｄ
Ｋ
㈱

プ
ロ
セ
ス
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

主
任
研
究
員
③
無
機
化
学
１
、

無
機
合
成
化
学
、
無
機
有
機
化

学
演
習
等
④
工
学
博
士

◆
物
質
・
環
境
工
学
科

助
教
授
　
星
　
　
　
肇

（
ほ
し
・
は
じ
め
）

①
東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
高
分
子
工
学
専
攻
修

士
課
程
修
了
②
東
京
工
業
大
学

大
学
院
理
工
学
研
究
科
有
機
・

高
分
子
物
質
専
攻
助
手
③
材
料

力
学
④
博
士
（
工
学
）

＊
諏
訪
東
京
理
科
大
学

【
シ
ス
テ
ム
工
学
部
】

◆
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

助
教
授
　
松
江
　
英
明

（
ま
つ
え
・
ひ
で
あ
き
）

①
電
気
通
信
大
学
電
気
通
信
学

部
電
子
工
学
科
卒
業
②
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム

研
究
所
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ー
ジ
ャ
担
当
部
長
③
移
動
体
通

信
シ
ス
テ
ム
、
通
信
工
学
１
・

２
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
概
論
④
工
学
博
士

◆
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

講
師
　
清
水
　
俊
治

（
し
み
ず
・
し
ゅ
ん
じ
）

①
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
生
体
工
学
専
攻
博
士
後
期

課
程
修
了
②
理
化
学
研
究
所
脳

科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

員
③
セ
ン
サ
と
応
用
技
術
、
制

御
理
論
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ

ム
制
御
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
２

及
び
演
習
④
工
学
博
士

【
経
営
情
報
学
部
】

◆
経
営
情
報
学
科

教
授
　
七
松
　
　
敏

（
な
な
ま
つ
・
さ
と
し
）

①
早
稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学

研
究
科
応
用
物
理
学
専
攻
修
士

課
程
修
了
②
日
本
電
気
株
式
会

社
③
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
機
器

論
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
、
情
報

管
理
論
等
④
理
学
博
士

◆
経
営
情
報
学
科

助
教
授
　
伊
藤
　
忠
治

（
い
と
う
・
た
だ
は
る
）

①
明
治
大
学
大
学
院
経
営
学
研

究
科
経
営
学
専
攻
博
士
前
期
課

程
修
了
②
創
価
女
子
短
期
大
学

経
営
科
教
授
③
財
務
管
理
論
、

中
小
企
業
論
、
経
営
分
析
、
金

融
論
④
経
営
学
修
士

３
先
生
に
名
誉
教
授
称
号 
30
氏
が
定
年
を
お
迎
え 

所
生
命
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
助

教
授
③
創
薬
情
報
科
学
④
博
士

（
理
学
）

◆
製
薬
学
科教

授
　
早
川
　
洋
一

（
は
や
か
わ
・
よ
う
い
ち
）

①
東
京
大
学
大
学
院
農
学
系
研

究
科
農
芸
化
学
専
攻
博
士
課
程

修
了
②
東
京
大
学
分
子
細
胞
生

物
学
研
究
所
助
教
授
③
微
生
物

薬
品
化
学
④
農
学
博
士

【
理
工
学
部
】

◆
教
養

助
教
授
　
今
村
　
　
武

（
い
ま
む
ら
・
た
け
し
）

①
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
大
学
哲

学
学
部
近
代
ド
イ
ツ
文
学
専
攻

博
士
課
程
修
了
②
非
常
勤
講
師

（
明
治
大
学
、
立
正
大
学
、
国
立

音
楽
大
学
、武
蔵
野
音
楽
大
学
）

③
ド
イ
ツ
語
１
④D

o
k
to
r

derPhilosophie

◆
教
養

講
師
　
宗
内
　
綾
子

（
む
ね
う
ち
・
あ
や
こ
）

①
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会

系
研
究
科
英
語
英
米
文
学
専
門

分
野
博
士
課
程
満
期
退
学
②
非

常
勤
講
師
（
武
蔵
大
学
、
東
京

工
科
大
学
）③
英
語
表
現
１
、英

語
講
読
１
・
２
・
３
④
文
学
修
士

◆
数
学
科

教
授
　
芥
川
　
一
雄

（
あ
く
た
が
わ
・
か
ず
お
）

①
九
州
大
学
大
学
院
理
学
研
究

科
博
士
課
程
数
学
専
攻
（
幾
何

学
）
単
位
取
得
退
学
②
静
岡
大

学
理
学
部
助
教
授
③
幾
何
学
特

論
１
、
線
形
代
数
学
１
④
博
士

（
理
学
）

◆
物
理
学
科教

授
　
齋
藤
　
晃
一

（
さ
い
と
う
・
こ
う
い
ち
）

①
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究

科
原
子
核
理
学
専
攻
博
士
後
期

課
程
修
了
②
東
北
薬
科
大
学
薬

学
部
製
薬
学
科
薬
品
物
理
化
学

教
室
助
教
授
③
物
理
学
１
④
理

学
博
士

◆
土
木
工
学
科

教
授
　
龍
岡
　
文
夫

（
た
つ
お
か
・
ふ
み
お
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
土
木
工
学
専
攻
博
士
課
程

修
了
②
東
京
大
学
工
学
系
研
究

科
社
会
基
盤
工
学
科
教
授
③
土

質
力
学
１
④
工
学
博
士

【
基
礎
工
学
部
】

◆
教
養

講
師
　
村
上
　
　
学

（
む
ら
か
み
・
ま
な
ぶ
）

①
九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
②
非
常

勤
講
師
（
九
州
産
業
大
学
、
高

尾
看
護
専
門
学
校
、
中
村
学
園

大
学
等
）
③
哲
学
・
倫
理
学
④

博
士
（
文
学
）

◆
材
料
工
学
科

講
師
　
曽
我
　
公
平

（
そ
が
・
こ
う
へ
い
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
材
料
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
②
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域

創
成
科
学
研
究
科
物
質
系
専
攻

助
手
③
金
属
材
料
学
２
、
材
料

物
理
学
演
習
１
等
④
博
士
（
工

学
）総

合
科
学
技
術

【
経
営
研
究
科（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）】

教
授
　
板
生
　
　
清

（
い
た
お
・
き
よ
し
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
精
密
機
械
工
学
専
攻
修
士

課
程
修
了
②
東
京
大
学
大
学
院

新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
教
授

③
環
境
技
術
、
情
報
技
術
、
技

術
経
営
特
論
１
・
２
等
④
工
学

博
士

教
授
　
石
原
　
　
直

（
い
し
は
ら
・
す
な
お
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
精
密
機
械
工
学
専
攻
修
士

課
程
修
了
②
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ド
バ
ン

ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
㈱
ナ
ノ
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
事
業
部
長
③
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
④
博
士
（
工

学
）

教
授
　
大
隅
　
規
由

（
お
お
す
み
・
の
り
よ
し
）

①
東
京
工
業
大
学
大
学
院
総
合

理
工
学
研
究
科
物
理
情
報
工
学

専
攻
博
士
課
程
修
了
②B

rid
gena,Inc..

代
表
取
締
役
社
長

③
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
等
④
工
学
博
士

教
授
　
神
谷
　
隆
史

（
か
み
や
・
た
か
し
）

①
神
戸
大
学
経
済
学
部
卒
業
②

戦
略
人
材
開
発
研
究
所
代
表
取

締
役
所
長
③
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

論
等
④
経
済
学
士

教
授
　
坂
本
　
正
典

（
さ
か
も
と
・
ま
さ
の
り
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
物
理
工
学
専
攻
博
士
課
程

修
了
②
ア
ビ
シ
ア
㈱C

ovion
B
ussi
ness

M
anager

③

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
組
織
等
④
工
学
博
士

教
授
　
篠
山
　
伸
彌

（
さ
さ
や
ま
・
し
ん
や
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
研
究

加藤俊平先生

入江泰三先生

酒井俊道先生

新
任
職
員
10
氏

大
学
局
長
に
中
村
好
一
氏前列右から竹内、田中、尾崎、小倉、佐貫、後

列同種村、藤代、山口、荻原の新職員の皆さん

四
月
一
日
付
で
新
採
用
の
職

員
十
人
は
次
の
と
お
り
。

◇
神
楽
坂
校
舎

▼
大
学
局

長
・
中
村
好
一
＝
写
真
右
▼
総

務
課
・
田
中
佳
子
▼
生
涯
学
習

課
・
竹
内
裕
一
▼
工
学
事
務

課
・
尾
崎
ル
ツ
▼
第
二
部
事
務

課
専
門
職
大
学
院
事
務
室
・
小

暮
克
哉
▼
学
生
課
・
佐
貫
真
弓

▼
事
務
シ
ス
テ
ム
課
・
種
村
和
子

◇
野
田
校
舎

▼
管
財
課
・

藤
代
友
紀
▼
理
工
学
事
務
課
・

山
口
貴
近

◇
諏
訪
校
舎

▼
学
務
課
・

荻
原
由
昌

新
任
教
員
　

31
氏
紹
介 
新
任
教
員
　

31
氏
紹
介 

◆
建
築
学
科

教
授
　
佐
々
木
　
文
夫

（
さ
さ
き
・
ふ
み
お
）

①
東
京
大
学
大
学
院
数
理
科
学

研
究
科
数
理
科
学
専
攻
第
１
種

博
士
課
程
修
了
③
鹿
島
建
設
株

式
会
社
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

部
次
長
③
微
分
積
分
１
・
２
④

博
士
（
数
理
科
学
）

◆
工
業
化
学
科

教
授
　
荒
川
　
裕
則

（
あ
ら
か
わ
・
ひ
ろ
の
り
）

①
東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
化
学
工
学
専
攻
博
士

課
程
修
了
②
独
立
行
政
法
人
産

業
技
術
総
合
研
究
所
光
反
応
制

御
研
究
セ
ン
タ
ー
長
③
化
学
平

衡
論
、
反
応
速
度
論
④
工
学
博

士【薬
学
部
】

◆
薬
学
科助

教
授
　
宮
崎
　
　
智

（
み
や
ざ
き
・
さ
と
る
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
情
報
科
学
専
攻
修
士

課
程
修
了
②
国
立
遺
伝
学
研
究

①
最
終
学
歴
　
②
前
　
歴

③
担
当
科
目
　
④
学
　
位
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入学式場の日本武道館正面

情熱をもって学び積極的に挑戦を…と岡村学長の式辞

▲　21世紀を担う女性パワーも次々　▼

い
ざ
長
万
部
へ
！
空
港
へ
向
か
う
バ
ス
を
見
送
る
父
母
た
ち

よ
き
友
、
よ
き
ラ
イ
バ
ル
で
あ
れ
…
記
念
の
一
歩

な
ん
と
い
っ
て
も
、
今
日
は
や
っ
ぱ
り
Ｖ
サ
イ
ン
！

孫
の
晴
れ
姿
を
ひ
と
目
…
と
銀
髪
ご
婦
人
も

今
日
の
よ
き
日
の
思
い
出
に
…
記
念
品
売
場

会場を埋めた新入生と父
母たちを前に本学管弦楽
団による演奏で校歌斉唱

「わかったわね、忘れちゃい
けませんよ」「もうガキじ
ゃないよ、母さん」と聞こ
えてきそうなワンショット
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平
成
十
五
年
度
か
ら
本
学
が

配
分
す
る
予
算
（
学
長
扱
重
点

共
通
経
費
予
算
等
）
に
よ
り
雇

用
で
き
る
本
学
独
自
の
ポ
ス
ト

ド
ク
ト
ラ
ル
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）

採
用
制
度
を
新
設
し
た
。

Ｐ
Ｄ
制
度
と
は
、
本
学
が
行

う
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行

す
る
た
め
に
必
要
な
、
豊
か
な

研
究
経
験
を
有
す
る
国
内
外
に

お
け
る
多
様
な
人
材
を
受
け
入

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
十
六
年
度
の
Ｐ
Ｄ
は
、
別

表
の
通
り
十
二
人
が
内
定
。
任

期
は
原
則
と
し
て
一
年
以
内
で

あ
る
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
度
の
日

本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
が

発
表
さ
れ
、
本
学
は
別
表
の
通

り
十
三
人
の
内
定
者
を
受
け
入

れ
る
。
採
用
期
間
は
二
年
あ
る

い
は
三
年
間
。「
特
別
研
究
員
」

制
度
は
、
日
本
学
術
振
興
会
が
、

優
れ
た
研
究
者
に
奨
励
金
を
支

給
す
る
制
度
で
あ
る
。
四
月
の

採
用
後
、
国
公
私
立
大
学
や
大

学
共
同
利
用
機
関
、
国
公
立
試

験
研
究
機
関
な
ど
で
研
究
に
従

事
す
る
。

＊

右
二
つ
の
研
究
員
に
内
定
し

た
三
人
に
、
研
究
内
容
と
今
後

の
抱
負
を
述
べ
て
も
ら
っ
た
。

現
在
の
日
本
の
ポ
ス
ド
ク
制

度
は
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
く
ら

べ
る
と
決
し
て
充
実
し
て
い
る

と
は
い
え
ず
、
一
部
の
大
型
予

算
で
な
い
限
り
ポ
ス
ド
ク
と
い

う
形
の
研
究
者
に
対
し
て
人
件

費
が
分
配
さ
れ
る
こ
と
が
難
し

い
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
い
ち
早
く
大
学
指
定

の
ポ
ス
ド
ク
制
度
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
研

究
者
の
層
を
よ
り
い
っ
そ
う
分

厚
い
も
の
に
す
る
こ
と
へ
の
大

き
な
貢
献
で
あ
り
、
第
一
歩
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た

機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
非

常
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
制
度
の
中
で

研
究
を
続
け
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
日
本
の
次
世
代
を
担
う

若
き
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
育

成
す
る
上
で
も
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
日
本
の
サ
イ
エ
ン
ス
を

世
界
に
発
信
で
き
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

私
は
、
テ
ロ
メ
ア
に
関
す
る

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
テ
ロ

メ
ア
は
、
真
核
生
物
の
染
色
体

末
端
に
存
在
し
、
体
細
胞
で
は

細
胞
分
裂
ご
と
に
テ
ロ
メ
ア
の

長
さ
が
短
縮
し
、
一
定
の
長
さ

ま
で
短
縮
す
る
と
細
胞
は
増
殖

を
停
止
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
テ
ロ
メ
ア
は
細
胞
の
老
化

や
癌
化
と
密
接
な
関
係
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
私

は
、
こ
の
テ
ロ
メ

ア
の
長
さ
を
調
節

す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
テ
ロ
メ
ア
一

本
鎖
Ｄ
Ｎ
Ａ
領
域

に
結
合
す
る
蛋
白

質Poll

の
機
能
解

析
に
つ
い
て
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

修
士
二
年
の
時

に
、
特
別
研
究
員

へ
の
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
こ
と
を
知

り
、
応
募
し
ま
し

た
。
内
定
の
通
知

を
い
た
だ
い
た
と

き
は
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
も
先
生
を
は
じ
め
と

す
る
研
究
室
の
仲
間
の
お
か
け

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
別
研

究
員
と
い
う
立
場
に
な
っ
た
以

上
、
研
究
者
と
し
て
今
後
も
続

け
て
い
け
る
よ
う
に
、
博
士
課

程
で
は
広
い
視
野
を
持
っ
て
学

ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
学
部
生
の
み
な
さ

ん
も
、
興
味
を
持
っ
た
こ
と
や

や
っ
て
み
た
い
こ
と
に
、
ど
ん

ど
ん
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

平
成
十
五
年
度
の
学
位
記
・

修
了
証
書
授
与
式
が
、
卒
業
生

の
新
し
い
門
出
を
祝
う
か
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
晴
天
と
な
っ

た
三
月
十
九
日
、
東
京
・
九
段

の
日
本
武
道
館
で
挙
行
さ
れ
、

五
千
二
百
七
十
二
名
の
卒
業
生

は
大
い
な
る
希
望
と
夢
を
抱
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
羽
ば

た
い
て
い
っ
た
。

岡
村
学
長
か
ら
は
「
広
い
視

野
か
ら
の
柔
軟
な
発
想
に
努
め

よ
」「
職
業
倫
理
を
自
覚
し
て

高
い
志
を
掲
げ
よ
う
」
と
い
う

期
待
と
希
望
が
述
べ
ら
れ
、
さ

ら
に
「
本
学
創
設
者
の
高
貴
な

志
が
果
た
し
た
意
義
に
想
い
を

い
た
し
、
皆
さ
ん
自
身
の
志
を

高
く
掲
げ
る
と
と
も
に
、
職
業

倫
理
を
自
覚
し
た
良
心
あ
る
科

学
者
・
技
術
者
・
職
業
人
と
し

て
活
躍
し
、
人
類
が
直
面
す
る

困
難
な
諸
課
題
に
果
敢
に
挑
戦

す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と

い
う
式
辞
が
あ
っ
た
。

新
た
な
進
路
に
旅
立
つ
最
後

の
一
日
、
卒
業
生
は
そ
れ
ぞ
れ

証
書
を
授
与
さ
れ
た
後
、
恩
師

や
級
友
あ
る
い
は
ゼ
ミ
や
ク
ラ

ブ
の
仲
間
と
の
別
れ
を
惜
し
ん

だ
。
社
会
は
変
革
の
時
代
で
卒

業
生
の
行
く
手
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
試
練
も
予
想
さ
れ
る
が
、

「
実
力
主
義
」
の
教
育
を
受
継

い
だ
理
大
出
身
者
と
し
て
、
前

途
を
切
り
拓
い
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
願
う
一
日
で
あ
っ
た
。

内
　

定

ポストドクトラル 

平成16年度日本学術振興会 

PD研究員に12人 
特別研究員に13人 

●　平成１６年度本学予算によるポスト　● ドクトラル研究員採用内定者 
申 請 者 PD氏名 

工藤　昭彦 

矢島　博文 

河合　武司 

小島　周二 

古谷　賢朗 

尾立　晋祥 

朽津　和幸 

菊池　正紀 

中井　浩二 

後飯塚　僚 

若松　孝旺 

若松　孝旺 

Jianqiang Yu 
Catalin Romeo LUCULESCU 

Shufeng Pang 

Suping Fang 

丹羽美由紀 

椎木　紀子 

大野　良子 

Fei  Xu 

今井　貴之 

水野　拓也 

田中　　太 

出口　嘉一 

理一・応化・ 

理一・応化・ 

工学・工化・ 

薬学・薬学・ 

理工・数学・ 

理工・物理・  

理工・応生・ 

理工・機械・ 

総 合 研・ 

生 命 研・ 

総 合 研・ 

総 合 研・  

ＰＤ 

Ｄ
Ｃ
２ 

Ｄ
Ｃ
１ 

●　平成１６年度日本学術振興会　● 特別研究員採用内定者 
氏　名 研究指導教員 

関　　陽一 
吉田　幸彦 
福田　勝利 
長谷川大樹 
川上　隆茂 
草野　博彰 
堀　　一也 
中村　征史 
洗平　昌晃 
中澤　幸仁 
山口潤一郎 
古川亜矢子 
鈴木　淳一 

生 命 研・後飯塚　僚 
理　　研・池畑誠一郎 
理　　研・中井　　泉 
薬　　研・内呂　拓実 
薬　　研・武田　　健 
基礎工研・島田　浩章 
基礎工研・松野　健治 
基礎工研・松野　健治 
理　　研・渡辺　一之 
理　　研・佐々木健夫 
工　　研・林　雄二郎 
理　　研・鳥越　秀峰 
総 合 研・若松　孝旺 

※PD：博士後期課程修了（予定）者／DC１：博士後期 
　課程第１年次／DC２：博士後期課程第２・３年次 

 

こ
の
た
び
「
大
学
が
配
分
す

る
予
算
に
よ
る
ポ
ス
ド
ク
研
究

Ｐ
Ｄ
研
究
員
に
内
定
し
て
 

リ
ン
パ
球
中
の
抗
腫
瘍
分
子
解
明

生
命
科
学
研
究
所
 

分
子
生
物
学
研
究
部
門
 

水
野
　
拓
也

員
」
と
し
て
採
用
さ
れ
、
生
命

科
学
研
究
所
分
子
生
物
学
研
究

部
門
後
飯
塚
研
究
室
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
ポ

ス
ド
ク
生
活
も
二
年
を
過
ぎ
た

頃
、
日
本
に
お
い
て
も
う
少
し

ポ
ス
ド
ク
を
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
後
飯
塚
先
生

か
ら
お
話
が
あ
り
、
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
至
り

ま
し
た
。

我
々
の
研
究
室
で
は
、
免
疫

学
に
関
す
る
研
究
を
血
液
中
の

白
血
球
細
胞
の
一
つ
で
あ
る
リ

ン
パ
球
を
用
い
て
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
リ
ン
パ
球
の
中
で

も
、
腫
瘍
に
対
し
て
活
躍
す
る

の
が
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
（
Ｎ

Ｋ)

細
胞
で
あ
り
、
こ
の
Ｎ
Ｋ

細
胞
が
も
つ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
と
よ
ば

れ
る
分
子
を
持
っ
て
い
な
い
マ

ウ
ス
を
人
工
的
に
作
る
と
、
そ

の
マ
ウ
ス
に
お
い
て
は
正
常
な

マ
ウ
ス
に
比
べ
て
腫
瘍
の
転
移

が
お
こ
り
に
く
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
分

子
の
も
つ
腫
瘍
に
対
す
る
抑
制

作
用
の
機
序
を
解
明
す
る
こ
と

に
よ
り
、
抗
腫
瘍
効
果
を
期
待

し
た
臨
床
応
用
へ
結
び
つ
け
る

こ
と
が
研
究
テ
ー
マ
で
す
。

特
別
研
究
員
に
内
定
し
て
 

植
物
の
師
部
組
織
の
生
理
の
解
析

基
礎
工
研
生
物
工
学
 

専
攻
博
士
課
程
３
年
 

草
野
　
博
彰

私
は
、
植
物
の
葉
脈
中
の
師

部
と
い
う
物
質
輸
送
に
関
わ
る

組
織
の
生
理
機
能
を
、
遺
伝
子

レ
ベ
ル
で
研
究
し
て
い
ま
す
。

師
部
で
ど
の
よ
う
な
遺
伝
子
が

発
現
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
は
、
純
粋
な
師
部

細
胞
を
研
究
材
料
と
す
る
こ
と

が
効
果
的
で
す
。
こ
れ
ま
で
に

当
研
究
室
で
は
、
師
部
細
胞
の

純
粋
な
採
取
に
世
界
で
初
め
て

成
功
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ

の
師
部
細
胞
か
ら
未
知
の
転
写

因
子
を
発
見
し
ま
し
た
。
こ
の

転
写
因
子
を
研
究
す
る
こ
と

で
、
植
物
の
師
部
に
お
け
る
遺

伝
子
発
現
や
機
能
制
御
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

特
別
研
究
員
制
度
は
研
究
者

を
目
指
す
者
の
経
済
的
・
精
神

的
な
自
立
を
支
援
す
る
制
度
だ

と
思
っ
て
応
募
し
ま
し
た
が
、

採
用
に
至
っ
た
の
は
、
研
究
室

に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
先
端
的

研
究
成
果
の
蓄
積
と
先
生
方
の

適
切
な
指
導
の
た
ま
も
の
で
あ

る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

特
別
研
究
員
に
採
用
さ
れ
た

こ
と
で
、
独
立
し
た
研
究
者
に

な
る
た
め
の
経
験
を
積
む
貴
重

な
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

幸
運
に
出
会
う
た
め
に
も
、
後

輩
の
み
な
さ
ん
に
ど
ん
ど
ん
挑

戦
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

特
別
研
究
員
に
内
定
し
て
 

染
色
体
末
端
の
テ
ロ
メ
ア
の
究
明

理
研
化
学
専
攻
 

博
士
課
程
１
年
 

古
川
　
亜
矢
子

平成１５年度卒業・修了生数一覧 平成１６年 
３月２０日 （ ） 

学部 学　　科 

学　部　合　計 

卒業 
生数 

研究科 専　　攻 

研　究　科　合　計 

博士 
修士 

課程 

専　　攻 

専　攻　科　合　計 

修了生数 

数 学 科  
物 理 学 科  
化 学 科  
応 用 数 学 科  
応用物理学科 
応 用 化 学 科  

計 
数 学 科  
物 理 学 科  
化 学 科  

計 
建 築 学 科  
工 業 化 学 科  
電 気 工 学 科  
経 営 工 学 科  
機 械 工 学 科  

計 
建 築 学 科  
電 気 工 学 科  
経 営 工 学 科  

計 
薬 学 科  
製 薬 学 科  

計 
数 学 科  
物 理 学 科  
情 報 科 学 科  
応用生物科学科 
建 築 学 科  
工 業 化 学 科  
電 気 工 学 科  
経 営 工 学 科  
機 械 工 学 科  
土 木 工 学 科  

計 
電子応用工学科 
材 料 工 学 科  
生 物 工 学 科  

計 
経 営 学 科  

計 

117 
120 
106 
117 
142 
125 
727 
164 
134 
166 
464 
116 
104 
106 
131 
103 
560 
93 
85 
81 
259 
97 
87 
184 
147 
168 
112 
92 
196 
120 
178 
187 
141 
103 
1,444 
93 
109 
80 
282 
238 
238 
4,158

理
　
　
一 

理
　

二 

薬
学 

工
　

二 

経
営 

基
礎
工 

理
　
　
　
　
工 

工
　
一 

数 学 専 攻  
物 理 学 専 攻  
化 学 専 攻  
理 数 教 育 専 攻  

計 
建 築 学 専 攻  
工 業 化 学 専 攻  
電 気 工 学 専 攻  
経 営 工 学 専 攻  
機 械 工 学 専 攻  

計 
薬 学 専 攻  

計 
数 学 専 攻  
物 理 学 専 攻  
情 報 科 学 専 攻  
応用生物科学専攻 
建 築 学 専 攻  
工 業 化 学 専 攻  
電 気 工 学 専 攻  
経 営 工 学 専 攻  
機 械 工 学 専 攻  
土 木 工 学 専 攻  

計 
電子応用工学専攻 
材 料 工 学 専 攻  
生 物 工 学 専 攻  

計 
経 営 学 専 攻  

計 
生 命 科 学 専 攻  

計 

4 
5 
3 
－ 
12 
1 
0 
1 
2 
0 
4 
1 
1 
2 
2 
1 
6 
1 

※　4 
2 
2 
1 
1 

※  22 
1 
1 
5 
7 
－ 
－ 

※　4 
※　4 
※  50

26 
54 
94 
16 
190 
38 
60 
52 
33 
41 
224 
53 
53 
12 
24 
29 
60 
52 
68 
81 
23 
41 
17 
407 
44 
41 
38 
123 
11 
11 
16 
16 

1,024

理
　
研 

薬
研 

生
命
研

経
営
研 

工
　
　
研 

理
　
　
工
　
　
研 

基
礎
工
研 

数 学 専 攻  
物 理 学 専 攻  
化 学 専 攻  

26 
4 
10 
40

理
学
専
攻
科 

学 部  
修 士  
博士（課程） 
専 攻 科  
大 学 合 計  

4,158 
1,024 
　50 
40 

5,272※平成１５年９月３０日付修了生含む。 
 

志
を
高
く
掲
げ
て
活
躍
を
 

平
成
15
年
度
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式
 

写
し
写
さ
れ
…
晴
れ
や
か
卒
業
生
た
ち

青
空
に
映
え
る
サ
ク
ラ
の
沿
道
を
式
場
へ
向
か
う
新
入
生
と
父
母
た
ち
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陽
春
の
う
ら
ら
か
な
風
と
共

に
本
学
の
門
を
く
ぐ
ら
れ
た
学

部
学
生
・
大
学
院
学
生
の
皆

様
、
そ
し
て
ご
父
母
な
ら
び
に

関
係
者
の
皆
様
、
ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い

門
出
を
お
祝
い
申
し
あ
げ
る
と

共
に
、
皆
様
を
お
迎
え
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ

り
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
学
は
、
一
八
八
一
年
（
明

治
十
四
年
）
、
理
学
に
対
す
る

熱
い
思
い
と
、
建
学
理
念
で
あ

る
「
理
学
の
普
及
を
も
っ
て
国

運
発
展
の
基
礎
と
な
す
」
と
い

う
日
本
の
将
来
を
見
据
え
た
鋭

い
洞
察
力
を
備
え
た
若
き
理
学

士
ら
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
来
る
二
〇
〇
六

年
六
月
、
創
立
百
二
十
五
周
年

を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
「
二
十
一
世

紀
の
科
学
は
良
心
へ
向
か
う
―

C
onscience

」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
掲
げ
「
創
立
百
二
十
五
周

年
記
念
事
業
」
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
創
立
以
来
百
二
十
年

余
り
培
っ
て
き
た
建
学
理
念

「
理
学
の
普
及
」
を
礎
に
、
未

踏
分
野
に
挑
む
「
科
学
技
術
の

創
成
」
へ
と
向
か
う
、
あ
ふ
れ

ん
ば
か
り
の
「
情
熱
」
と
「
良

心
」
で
満
た
さ
れ
る
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

我
が
国
で
は
日
本
再
生
の
旗

印
の
も
と
、
平
成
七
年
十
一
月

に
「
科
学
技
術
基
本
法
」
が
施

行
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
「
科

学
技
術
創
造
立
国
」
の
目
標
を

【
同
　
窓
】

◇
金
四
百
五
拾
万
円

森
野
　
義
男
様

◇
金
壱
百
万
円

天
野
　
　
久
様

◇
金
五
拾
万
円

阿
部
　
克
衛
様

岡
田
　
健
三
様

加
藤
　
和
詳
様

亀
田
　
光
昭
様

小
西
　
敏
治
様

菅
原
　
俊
一
様

宮
川
　
公
治
様

◇
金
参
拾
万
円

倉
橋
　
義
雄
様

黒
崎
　
弘
康
様

酒
井
　
陽
太
様

◇
金
弐
拾
五
万
円

菅
野
　
隆
三
様

◇
金
弐
拾
万
円

池
田
佐
喜
男
様

平
本
　
秀
俊
様

山
田
　
義
幸
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
拾
万
円

穴
吹
　
英
隆
様

石
黒
　
洽
一
様

宇
佐
見
育
三
様

神
谷
　
　
電
様

川
崎
　
　
靖
様

倉
又
　
正
雄
様

清
水
　
　
毅
様

b
瀬
　
　
東
様

田
代
　
　
寛
様

筒
口
　
正
子
様

中
島
　
正
一
様

長
野
　
　
明
様

山
田
　
建
己
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
六
万
円

石
川
　
伸
明
様

◇
金
五
万
円

秋
山
　
忠
司
様

天
野
太
一
郎
様

有
沢
　
　
信
様

石
井
　
清
一
様

稲
野
邉
由
子
様

奥
田
　
孝
子
様

加
藤
　
素
男
様

亀
澤
　
祐
浩
様

酒
井
　
泰
治
様

島
村
　
秀
男
様

鳥
海
　
辰
雄
様

南
　
　
一
史
様

宮
本
　
　
惇
様

望
月
　
秀
雄
様

森
下
　
誠
次
様

山
田
　
和
明
様

匿
名
　
　
三
名

◇
金
弐
万
円

坂
田
　
信
一
様

林
田
　
　
實
様

福
山
　
辰
夫
様

◇
金
壱
万
五
千
円

鈴
木
智
恵
子
様

◇
金
壱
万
円

淺
田
　
重
雄
様

植
村
　
将
人
様

遠
藤
　
　
忠
様

岡
村
　
秀
時
様

小
島
　
正
人
様

高
宮
　
英
夫
様

平
林
　
良
一
様

宮
c

知
明
様

守
屋
　
　
茂
様

吉
田
　
光
孝
様

匿
名
　
　
一
名

【
父
母
・
保
証
人
】

◇
金
拾
万
円

入
山
　
　
充
様

渡
邉
　
隆
起
様

◇
金
五
万
円

山
田
　
勝
廣
様

【
一
　
　
般
】

に
努
め
て
行
く
こ
と
が
使
命
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
代
の
「
科
学
技
術
の
創
成
」

を
担
う
若
者
を
育
て
て
い
く
と

い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
す
た

め
、
本
学
で
は
「
創
立
百
二
十

◇
金
壱
百
五
拾
万
円

森
野
　
　
茂
様

【
教
職
員
】

◇
金
弐
百
万
円

岡
村
　
弘
之
様

◇
金
壱
百
万
円

澤
　
　
芳
昭
様

塚
本
　
桓
世
様

原
　
　
文
雄
様

◇
金
五
拾
万
円

伊
藤
　
　
稔
様

狩
野
　
紀
昭
様

工
藤
　
善
之
様

幡
野
　
　
純
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
四
拾
万
円

森
　
　
俊
介
様

◇
金
参
拾
万
円

村
井
　
良
吉
様

◇
金
弐
拾
万
円

柏
谷
　
　
衛
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
拾
五
万
円

西
村
　
彰
一
様

分
島
　
郁
子
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
拾
万
円

青
木
　
基
次
様

安
藤
　
静
敏
様

飯
田
　
洋
市
様

井
上
　
祥
平
様

臼
木
　
恒
雄
様

熊
谷
　
輝
雄
様

栗
原
　
良
平
様

鈴
木
　
増
雄
様

田
中
　
佑
子
様

千
葉
　
　
丈
様

築
山
　
光
一
様

辻
　
　
正
哲
様

寺
崎
　
康
博
様

中
田
　
　
忠
様

浜
田
　
修
一
様

半
谷
精
一
郎
様

藤
井
　
洋
二
様

元
木
　
信
一
様

匿
名
　
　
二
名

◇
金
五
万
円

青
木
　
宏
樹
様

伊
藤
　
裕
久
様

伊
藤
　
順
康
様

井
上
　
謙
藏
様

岡
　
淳
一
郎
様

織
田
　
哲
司
様

恩
田
　
邦
藏
様

加
藤
　
正
義
様

清
岡
　
　
智
様

斉
藤
　
泰
和
様

庄
司
　
　
満
様

鈴
木
　
智
順
様

竹
内
　
　
謙
様

竹
内
　
早
苗
様

田
中
　
　
治
様

津
田
　
惟
雄
様

奈
良
　
松
範
様

沼
　
　
隆
三
様

牧
　
　
高
司
様

増
保
　
安
彦
様

安
岡
　
正
人
様

吉
田
　
宏
二
様

吉
村
　
　
功
様

渡
邉
　
昭
二
様

渡
辺
　
幸
人
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
弐
万
円

小
山
　
　
望
様

岸
野
　
信
治
様

◇
金
壱
万
五
千
円

井
口
　
　
眞
様

◇
金
壱
万
円

青
木
　
　
伸
様

長
嶋
　
泰
之
様

【
元
教
職
員
】

◇
金
五
拾
万
円

井
上
　
勝
弘
様

大
山
　
恵
子
様

◇
金
拾
万
円

巻
田
　
泰
治
様

◇
金
五
万
円

大
木
　
正
路
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
万
円

尾
形
　
　
猛
様

福
岡
　
正
巳
様

○
入
金
総
額二

千
八
百
九
十
四
万
円

（
百
四
十
四
名
）
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－２１世紀の科学は良心へ向かう－ 
創立１２５周年記念事業について 理事長　塚本　桓世 

都心型大学の理想を目指す 
　　　　　神楽坂地区再構築事業 

　本学は2006年に創立125周年を迎えます。この年は神楽坂キャンパスに神田から校舎を移して、ちょうど１００年に
なります。再構築計画では、このゆかりの地に教育研究施設としての高層棟を核に、遊歩道など憩いの空間も配し
た都心型大学を構築します。さらに、体育授業やクラブ活動など、学生の健康増進の機会を提供する「神楽坂体育
館」をつくります。 

＜神楽坂地区再構築計画＞ 

緑　枠：第１次事業計画 
赤　枠：第２次事業計画 
紫　枠：第３次事業計画 

世界の研究拠点として成長する 
　　　　　　野田地区再構築事業 

＜野田地区再構築計画＞ 
　広大な敷地を有する野田地区のキャンパス再構築計画は2001年から始まりました。創立125周年記念募金対象
事業の施設は第3次事業計画として位置づけられます。野田キャンパスには2003年に薬学部が移転。薬学部・理工
学部・基礎工学部の3学部と生命科学研究所が有機的に連携し、生命科学・医療科学を通して、テーラーメイド医療
や再生医療などを含む最先端の研究に取り組んでいます。さらに、野田地区再構築構想は、大学内の連携にとどま
らず、つくば研究学園都市を中心とする研究機関や企業および他の大学との密接な連携を目指しています。 

水色枠：第１次事業計画 
緑　枠：第２次事業計画 
赤　枠：第３次事業計画 

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 

掲
げ
て
お
り
ま
す
。
本
学
も
こ

の
方
針
に
従
い
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
た
め
「
教
育
」「
研

究
」「
貢
献
」
の
三
位
一
体
の

「
科
学
技
術
の
情
熱
拠
点
」
を

形
成
し
、
有
為
な
人
材
の
育
成

ま
い
る
所
存
で
す
。

昨
年
末
よ
り
学
内
関
係
者
等

を
中
心
に
お
願
い
い
た
し
ま
し

た
「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念

事
業
募
金
」
に
対
し
、
す
で
に

ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
方
々
を

五
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て
神

楽
坂
・
野
田
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
徴
を
生
か
し

た
再
構
築
を
実
施
し
、
理
想
の

教
育
・
研
究
活
動
を
行
う
こ
と

が
可
能
な
環
境
設
備
を
進
め
て

す
。
経
済
情
勢
厳
し
い
折
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
学
の
今
後

の
発
展
の
礎
を
築
く
た
め
に

も
、
是
非
と
も
こ
の
「
創
立
百

二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」

に
ご
支
援
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ

こ
こ
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
と
共
に
、
厚
く
御
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は

順
次
趣
意
書
等
を
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、「
創

立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
」

の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た

だ
き
、
ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま

す
。
今
回
は
、
二
〇
〇
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
二
〇
〇
四
年

一
月
三
十
一
日
ま
で
に
お
振
込
み
頂
い
た
分
で
す
。
な
お
、

二
〇
〇
三
年
十
一
月
〜
二
〇
〇
四
年
十
二
月
ま
で
に
給
与
等

控
除
に
よ
る
寄
付
を
頂
い
た
教
職
員
の
方
々
は
、
二
〇
〇
五

年
「
学
報
」
一
月
号
に
一
括
掲
載
い
た
し
ま
す
。
二
〇
〇
五

年
以
降
に
つ
い
て
は
、
年
に
一
回
一
年
分
（
一
月
〜
十
二
月
）

の
寄
付
合
計
額
を
毎
翌
年
「
学
報
」
一
月
号
に
一
括
掲
載
い

た
し
ま
す
。
ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す

が
、
区
分
で
重
複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
及
び

同
募
金
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

東
京
理
科
大
学
周
年
記
念
事
業
事
務
室
　
℡
〇
三
・
五
二

二
八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三

＊e-m
ail：
125shunen@

adm
in.tus.ac.jp

＊U
R
L
:w
ttp://w

w
w
.tus.ac.jp/125/

塚本 理事長
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新
入
学
生
諸
君
、
入
学
お
め

で
と
う
。
諸
君
は
め
で
た
く
本

学
の
第
三
回
生
と
し
て
入
学
さ

れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
を

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
こ
れ
か

ら
の
実
り
豊
か
な
学
生
生
活
を

期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

諸
君
は
第
三
回
生
で
す
か
ら
、

ま
だ
全
学
年
生
が
在
学
し
て
い

な
い
と
い
う
、
大
学
の
歴
史
か

ら
見
れ
ば
、
ま
さ
に
神
代
に
当

た
る
時
代
の
入
学
生
で
す
。
本

学
の
歴
史
は
、
こ
の
新
し
い
校

舎
と
同
様
に
未
だ
純
白
で
あ

り
、
諸
君
と
共
に
築
き
上
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

諸
君
は
我
々
の
大
き
な
期
待
を

担
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

本
学
は
、
シ
ス
テ
ム
工
学
部

と
経
営
情
報
学
部
の
二
学
部
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
互

い
の
学
部
教
育
を
補
完
す
る
事

に
よ
っ
て
、
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
を
育
て
上
げ
る
と
い
う

従
来
に
は
見
ら
れ
な
い
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

こ
の
教
育
の
目
的
は
、
工
学

と
経
営
に
関
連
し
て
、
相
互
に

広
い
目
を
育
て
る
事
に
よ
っ

て
、
シ
ス
テ
ム
工
学
部
に
お
い

て
は
、
高
い
技
術
力
を
有
し
な

が
ら
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
も
理
解
力
を
持
ち
、
開
発
に

対
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
コ
ス

ト
を
積
極
的
に
配
慮
で
き
る
と

い
う
今
ま
で
に
な
い
幅
広
い
技

術
者
の
養
成
、
経
営
情
報
学
部

に
お
い
て
は
、
経
営
関
連
に
の

み
止
ま
ら
ず
、
技
術
上
の
事
象

に
も
積
極
的
に
目
を
向
け
る
事

の
で
き
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
育
て
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

更
に
、
広
い
目
を
持
っ
た
文

化
人
と
し
て
成
長
す
る
た
め
に

は
、
数
多
く
の
文
学
書
や
哲
学

書
を
読
む
事
を
お
勧
め
し
ま

す
。
本
学
の
学
生
に
は
、
深
い

専
門
の
ほ
か
に
豊
か
な
教
養
を

持
っ
て
、
堂
々
と
世
界
を
指
導

す
る
よ
う
に
育
っ
て
ほ
し
い
の

で
あ
り
ま
す
。

四
年
間
と
い
う
時
間
は
人
生

に
と
っ
て
ま
さ
に
貴
重
な
、
し

か
も
短
い
時
間
で
あ
り
ま
す
。

悔
い
の
な
い
充
実
し
た
学
生
生

活
を
送
ら
れ
る
よ
う
、
心
か
ら

望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

二
月
八
日（
日
）か
ら
四
日
間
、

長
野
県
岡
谷
市
内
に
あ
る
テ
ク

ノ
プ
ラ
ザ
お
か
や
等
で
、
同
市

内
の
も
の
づ
く
り
の
状
況
な
ど

を
紹
介
す
る
「
も
の
づ
く
り
フ

ェ
ア
２
０
０
４
」
が
開
催
さ
れ
、

本
学
学
生
も
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加

し
、
研
究
発
表

を
行
っ
た
。

フ
ェ
ア
は「
が

ん
ば
る
岡
谷
〜
も
の
づ
く
り
の

復
権
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
精
密
微
細
加
工
な
ど
に
取

り
組
む
企
業
が
新
技
術
や
新
製

品
の
紹
介
、
県
精
密
工
業
試
験

場
な
ど
が
研
究
実
績
な
ど
を
発

表
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
が
ん
ば
る

元
気
学
生
の
事
例
発
表
」
と
題

し
て
、
県
内
の
大
学
生
・
高
校

生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を

発
表
。
本
学
か
ら
は
、
シ
ス
テ

ム
工
学
部
機
械
シ
ス
テ
ム
デ
ザ

イ
ン
工
学
科
三
年
の
志
賀
章
博

君
、
杉
本
雄
紀
君
、
小
井
田
祥

起
君
、
木
下
俊
一
君
の
四
人
が

「
小
型
人
間
ロ
ボ
ッ
ト
の
設
計

と
製
作
」
を
テ
ー
マ
に
、
彼
ら

が
在
籍
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部

の
二
年
間
の
研
究
成
果
を
発
表

し
た
。

彼
ら
は
、
本
学
の
第
一
期
生

と
し
て
入
学
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
研

究
部
を
設
立
、
同
学
科
市
川
講

師
が
主
宰
す
る
ゼ
ミ
で
学
び
な

が
ら
、
小
型
人
間
ロ
ボ
ッ
ト
の

製
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
二

足
歩
行
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
競

技
大
会
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
―
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」

で
の
入
賞
を
目
指
し
製
作
し

た
、
二
代
目
の
自
作
ロ
ボ
ッ
ト

を
実
際
に
動
か
し
な
が
ら
、
関

節
の
可
動
範
囲
を
広
げ
た
り
、

軽
量
化
に
取
り
組
ん
だ
苦
労
、

工
夫
を
発
表
し
た
。

後
日
、
二
月
二
十
九
日
、
日

本
工
学
院
専
門
学
校
（
東
京
都
）

で
開
催
さ
れ
た
「
第
一
回
ス
ー

パ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
決
定
戦
Ｒ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
―
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ

Ｌ
」
に
出
場
し
、
階
段
を
上
っ

て
下
り
る
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
―
Ｏ
Ｎ

Ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｒ
ｓ
」
部
門
で

二
位
、
総
合
で
も
七
位
に
入
賞

を
果
た
し
た
。

山
口
東
京
理
科
大
学 
山
口
東
京
理
科
大
学 
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諏
訪
東
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貴重な時を悔いなく 貴重な時を悔いなく 
新入生諸君へ 学長　重倉　祐光 

岡
谷
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
な
ど
で
披
露 

４月６日（火）に諏訪東京理科大学第３回目の入学式が挙
行された＝写真。本年度入学生は、システム工学部電子シ
ステム工学科120人（うち２年生への編入１人）、機械システ
ムデザイン工学科111人、経営情報学部経営情報学科122人
の計353人だった。

平成16年度　第３回入学式 平成16年度　入学式 

「
フ
ェ
ア
」で
説
明
す
る
ロ
ボ
研
メ
ン
バ
ー

「
ロ
ボ
・
ワ
ン
」参
加
の
ロ
ボ
ッ
ト
勢
ぞ
ろ
い

知的リーダーシップを 
目指そう 

新入生の皆さんへ 学長　土谷　敏雄 

難
関
を
突
破
し
て
自
分
の
希

望
を
達
成
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
。
皆
さ
ん
に
求
め
ら

れ
る
将
来
像
は
、
日
本
の
み
な

ら
ず
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
、

社
会
で
指
導
的
な
役
割
を
果
た

す
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
大
学

に
お
け
る
知
識
に
加
え
、
深
い

教
養
と
高
度
の
専
門
性
に
裏
づ

け
ら
れ
た
知
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
有
す
る
人
材
で
あ
る
と
の

厳
し
い
要
求
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

自
分
自
身
の
才
能
や
生
ま
れ
持

っ
て
い
る
賜
物
が
何
で
あ
る
か

を
自
覚
し
、
磨
く
こ
と
が
大
切

で
し
ょ
う
。

先
ず
地
に
足
を
つ
け
て
勉
学

に
「
励
む
」
と
と
も
に
、
多
く

の
友
達
を
持
つ
よ
う
に
心
が

け
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
日
本
の
歴

史
、
文
化
、
美
術
な
ど
を
学
ぶ

こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
常

に
高
い
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
目

標
達
成
の
た
め
努
力
し
、
達
成

が
近
づ
い
た
ら
さ
ら
に
高
い
目

標
を
掲
げ
る
こ
と
が
、
自
分
に

と
っ
て
も
ク
リ
ア
す
る
喜
び
が

倍
増
し
て
ゆ
く
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
増
大
す

る
世
界
中
に
お
い
て
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
や
公
害

等
の
困
難
な
問
題
を
解
決
し
て

い
く
の
は
、
若
い
皆
さ
ん
な
の

で
す
。
日
本
だ
け
で
な
く
世
界

を
舞
台
に
問
題
解
決
の
た
め
に

惜
し
み
な
く
汗
を
流
す
貴
重
な

人
材
と
し
て
、
国
際
的
視
野
で

活
躍
す
る
場
面
が
多
く
な
る
で

し
ょ
う
。
企
業
等
社
会
が
求
め

る
人
材
像
は
、
第
一
に
自
立
型

人
材
で
あ
り
、
環
境
変
化
に
即

応
し
、
自
ら
が
よ
り
変
革
し
続

け
ら
れ
る
人
材
、
自
己
実
現
に

向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
行
動

力
の
あ
る
人
材
、
企
業
家
精
神

に
富
ん
だ
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
な

人
材
で
あ
り
、
第
二
に
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ
ま

す
。
大
学
や
大
学
院
に
入
学
し

た
初
年
度
は
、
人
生
に
お
け
る

大
変
に
重
要
な
年
な
の
で
す
。

大
学
に
お
け
る
「
キ
ャ
リ
ア

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
受
講
し
、

常
に
目
標
を
設
定
し
、
あ
る
い

は
修
正
し
な
が
ら
、
社
会
が
求

め
る
人
物
像
に
近
づ
け
る
努
力

を
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
初
年
度
の
こ
の
感
激
を
忘

れ
ず
に
、
健
康
で
充
実
し
た
学

生
生
活
を
送
ら
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

115
人
、力
強
く
旅
立
ち 

平
成
15
年
度
　

学
位
記
授
与
式 

平
成
十
五
年
度
の
学
位
記
授

与
式
が
三
月
十
八
日（
木
）、
本

学
５
２
０
１
教
室
で
開
催
さ
れ
、

基
礎
工
学
部
電
子
基
礎
工
学
科

七
十
二
人
、
素
材
基
礎
工
学
科

三
十
四
人
の
百
六
人
、
大
学
院

基
礎
工
学
研
究
科
九
人
が
学
位

記
を
授
与
さ
れ
た
。
土
谷
敏
雄

学
長
は
、
式
辞
で
「
常
に
高
い

目
標
を
掲
げ
、
日
本
だ
け
で
な

く
世
界
を
舞
台
に
問
題
解
決
の

た
め
に
惜
し
み
な
く
汗
を
流
す

こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
人
材
と

し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
、
祝
福
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

ま
た
、
卒
業
生
を
代
表
し
、

素
材
基
礎
工
学
科
の
永
岡
敦
さ

ん
は
「
充
実
し
た
四
年
間
で
あ

っ
た
。
新
し
い
世
界
で
も
こ
れ

ま
で
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧

に
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

最
後
に
、
出
席
者
全
員
が
校

歌
を
斉
唱
し
、
新
た
な
門
出
を

祝
福
。
卒
業
生
た
ち
は
力
強
く

旅
立
っ
て
い
っ
た
。

97
・
2
％
、最
高
の
内
定
率 

平
成
15
年
度
の
就
職
状
況 

雇
用
な
き
景
気
回
復
と
形
容

さ
れ
た
平
成
十
五
年
度
の
経
済

状
況
の
中
、
本
学
に
寄
せ
ら
れ

た
求
人
企
業
数
は
千
二
百
六
十

二
社
で
、
前
年
よ
り
四
十
七
社

減
っ
た
が
大
学
が
管
理
す
る
企

業
情
報
は
累
計
で
四
千
五
百
社

を
超
え
た
。
求
人
の
多
か
っ
た

業
種
は
情
報
産
業
三
百
四
十
八

社
（
二
八
％
）、
卸
・
小
売
業

百
二
十
四
社
（
一
〇
％
）、
電

気
機
械
器
具
百
十
九
社
（
九
％
）

な
ど
で
あ
る
。

都
道
府
県
別
で
は
、
東
京
都

五
百
四
十
三
社
（
四
三
％
）、

大
阪
府
百
十
三
社
（
九
％
）、

広
島
県
六
十
四
社
（
五
％
）、

福
岡
県
五
十
七
社
（
五
％
）
と

な
っ
た
が
、
山
口
県
は
三
十
社

（
二
％
）
と
な
り
前
年
よ
り
十

六
社
（
一
％
）
減
っ
た
。

こ
の
苦
境
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
電
子
基
礎
工
学
科
が
百
％

を
達
成
し
、
素
材
基
礎
工
学
科

と
合
わ
せ
た
内
定
率
は
、
九

七
・
二
％
と
過
去
最
高
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
本
学
が
低
学
年

時
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
教
職
員
が
一

丸
と
な
っ
た
徹
底
し
た
個
別
相

談
や
指
導
、
ま
た
学
生
自
身
が

職
業
教
育
（
三
年
生
選
択
科
目
）

を
通
じ
て
身
に
付
け
た
就
業
意

識
の
成
果
と
言
え
る
。

山口県パワーリフティング大会上位入賞２人（56kg
級１位、67.5kg級１位）／関西学生秋季パワー
リフティング選手権大会上位入賞２人（52kg級
２位、67.5kg級５位） 
第57回中国四国学生陸上競技対校選手権大会成
年女子5000m競歩の部３位／第58回福岡県国民
体育大会選考会成年女子5000m競歩の部１位／
日本陸上競技選手権大会女子20km競歩の部16位 
山口県春季アマチュアボクシング大会一般の部
ライトミドル級２位／中国大学ボクシング新人
選手権大会ライトミドル級３位 

学生部長賞に１団体と２人 
平成15年度学生表彰 

平成15年度学生表彰式が４月12日（月）本学体育館で新入生オ
リエンテーションの課外活動紹介に先立ち行われた。式には、
新入生、教職員、大学院生、受賞学生が参加し、目覚しい活躍
をした１団体と個人２人が学生部長賞として表彰された＝下表。 

 

パワーリフティング部  
 
 
江口　　香織 
（陸上競技部１年） 
 

武村　　明寛 
（ボクシング部１年） 

受賞団体・個人 主な成績・記録 

平成16年度入学式が、平成16年４月10日（土）10時30分から小野田市民

館文化ホールで行われた＝写真。当日は好天に恵まれ、基礎工学部電

子・情報工学科129人（うち３年次編入１人）、物質・環境工学科82人、大

学院修士課程８人、大学院博士後期課程２人、計221人の新入生を迎えた。
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虫
た
ち
は
何
を
目
的
と
し
て

生
き
て
い
る
の
か
。
生
き
る
目

的
を
考
え
る
こ
と
自
体
が
人
間

の
勝
手
な
営
み
で
あ
り
、
虫
た

ち
に
と
っ
て
は
余
計
な
お
世
話

で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
彼
ら
は
、

自
ら
の
種
の
保
存
だ
け
を
目
的

と
し
て
本
能
の
ま
ま
に
行
動
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

自
分
た
ち
だ
け
が
生
き
残
っ
て

も
仕
方
が
な
く
、
生
態
系
全
体

が
保
存
さ
れ
て
初
め
て
自
分
た

ち
の
生
存
も
保
証
さ
れ
る
の

だ
。
こ
の
目
的
で
、
虫
た
ち
は

様
々
な
化
学
物
質
を
生
産
し
、

攻
撃
と

”騙
し

“
の
た
め
に
、

あ
る
い
は
友
好
や
相
互
便
益
の

た
め
に
利
用
し
て
き
た
。
と
も

す
れ
ば
自
分
た
ち
の
利
益
だ
け

を
考
え
が
ち
な
我
々
人
類
は
、

本
書
の
平
易
な
物
語
を
感
嘆
と

敬
意
を
も
っ
て
読
み
進
め
る
中

で
、
自
ら
の
行
動
を
省
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

ン
ド
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
代
表

作
。
一
九
五
五
年
の
Ｍ
Ｗ
Ａ
最

優
秀
長
篇
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。
大
学
に
さ
え
入
れ
た
ら
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
ー
ロ
ウ
（
主

人
公
・
私
立
探
偵
）
の
よ
う
に

孤
高
に
生
き
る
の
だ
…
…
と
思

っ
て
い
た
が
、
大
学
に
入
っ
た

と
た
ん
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の

カ
タ
ロ
グ
文
化
に
大
き
く
方
向

を
転
換
し
た
。
勉
強
や
研
究
が

実
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド

な
世
界
だ
と
思
い
至
っ
た
の
は
、

そ
れ
か
ら
か
な
り
経
っ
て
か
ら

（
こ
じ
つ
け
か
）。
結
局
、
群
れ

て
い
て
は
何
も
得
ら
れ
な
い
。

＊

2004年（平成16年） ４月23日（金）（ 8 ）

明るい兆し　内定率92%明るい兆し　内定率92%
大学院へ 
進学45％ 平成15年度　就職概況 

東京理科大学キャリア支援プログラム 東京理科大学キャリア支援プログラム 

全学生対象 

企業を 
希望する人 

公務員を 
希望する人 

教員を 
希望する人 

平成15年度主な就職内定先 （　）内は学部生の 
内数／（株）は省略 

学部・学科  
研究科・専攻 会　社　名 内定 

者数 

数
　
学 

理
・
数
学 

理
工
・
数
学 

理
研
・
理
数
教
育 

物
理
学 

理
・
物
理 

理
・
応
用
物
理 

理
工
・
物
理 

薬
　
学 

薬
・
薬
学 

薬
・
製
薬 

生
　
物 

理
工
・
応
用
生
物
科
学 

基
礎
工
・
生
物
工
学 

生
命
研
・
生
命
科
学 

化
　
学 

理
・
化
学 

理
・
応
用
化
学 

工
・
工
業
化
学 

理
工
・
工
業
化
学 

数
理
情
報 

理
・
数
理
情
報
科
学 

アルファシステムズ 
日立製作所 
日本電子計算 
富士通システムソリューションズ 
埼玉県公立中学校 
ＮＥＣソフト 
日立情報システムズ 
ＤＴＳ 
光通信 
ソフトウエア興業 
日立システムディベロップメント 
神奈川県公立中学校 
日立ソフトウェアエンジニアリング 
ＴＩＳ 
日本ユニシス 
ＮＴＴデータ 
ＮＴＴコミュニケーションズ 
東京三菱銀行 
ソフトバンクＢＢ 
横浜市公立中学校 
京セラ 
電通 
日本銀行 
東日本電信電話（ＮＴＴ東日本） 
ＮＥＣソフト 
ＮＴＴデータ 
ローム 
半導体エネルギー研究所 
日立製作所 
キヤノン 
日立情報システムズ 
富士ゼロックス 
村田製作所 
ＮＥＣ情報システムズ 
文部科学省 
タムロン 
凸版印刷 
大日本印刷 
日立化成工業 
トステム 
万有製薬 
日本ゼオン 
大正製薬 
興和 
富士写真フイルム 
積水化学工業 
麒麟麦酒（キリンビール） 
旭化成 
コーセー 
三菱ウェルファーマ 
三菱化学 
花王 
横浜ゴム 
山之内製薬 
エスアールディ 
総合メディカル 
薬樹 
日本メディカルシステム 
万有製薬 
大正製薬 
持田製薬 
武田薬品工業 
エーザイ 
藤沢薬品工業 
中外製薬 
興和 
ニチレイ 
ＮＥＣソフト 
エスアールディ 
持田製薬 
Ｐ＆Ｇ 
グラクソ・スミスクライン 
東京ＣＲＯ 
ヤンセンファーマ 
理化学研究所 
国立がんセンター研究所 
日清フーズ 

5（4） 
3（1） 
3（3） 
3（3） 
3（3） 
2（2） 
2（1） 
2（2） 
2（2） 
2（2） 
2（2） 
2（2） 
3（3） 
3（3） 
2（2） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
5（3） 
4（3） 
4（2） 
4（0） 
3（1） 
2（0） 
2（0） 
2（1） 
2（1） 
2（1） 
2（2） 
2（1） 
2（0） 
7（1） 
4（1） 
4（0） 
3（0） 
3（2） 
3（0） 
2（0） 
2（0） 
2（0） 
2（0） 
2（1） 
2（1） 
2（1） 
2（1） 
2（0） 
2（0） 
2（0） 
6（1） 
3（2） 
3（2） 
3（3） 
3（3） 
2（1） 
2（0） 
2（0） 
2（2） 
2（2） 
2（0） 
3（0） 
3（0） 
3（0） 
2（0） 
2（0） 
2（0） 
2（1） 
2（1） 
2（0） 
2（1） 
2（0） 
2（1） 
2（1） 

建
築
・
土
木 

工
・
建
築 

理
工
・
建
築 

理
工
・
土
木 

電
気
・
電
子 

工
・
電
気 

理
工
・
電
気
電
子
情
報 

基
礎
工
・
電
子
応
用 

経
営
工
学 

工
・
経
営
工
学 

理
工
・
経
営
工
学 

機
　
械 

工
・
機
械 

理
工
・
機
械 

情
報
科
学 

理
工
・ 

情
報
科
学 

材
　
料 

基
礎
工
・
材
料 

経
　
営 

経
営
・
経
営 

積水ハウス 
大和ハウス工業 
東日本旅客鉄道（ＪＲ東日本） 
創建ホームズ 
旭化成ホームズ 
スターツ 
ＹＫＫ ＡＰ 
竹中工務店 
大林組 
戸田建設 
トステム 
鹿島建設 
大東建託 
大成建設 
国土交通省 
千葉県 千葉市職員 
キヤノン 
ソニー 
アルファシステムズ 
三菱重工業 
日本電気（ＮＥＣ） 
富士通 
日立製作所 
トヨタ自動車 
日産自動車 
ＮＴＴコムウェア 
東芝 
三菱電機 
シャープ 
ＮＥＣソフト 
東日本旅客鉄道（ＪＲ東日本） 
日立情報システムズ 
日立ソフトウェアエンジニアリング 
富士ゼロックス 
東京電力 
パイオニア 
デンソー 
日本ユニシス 
日立製作所 
住商情報システム 
ＮＴＴコムウェア 
キヤノン 
ＮＥＣソフト 
ＮＴＴデータ 
日産自動車 
リコー 
日立情報システムズ 
富士ゼロックス 
大和総研 
アビーム コンサルティング 
大日本印刷 
野村総合研究所 
東京三菱銀行 
富士総合研究所 
ＫＤＤＩ 
トヨタ自動車 
本田技研工業 
三菱重工業 
日立製作所 
ヤマハ発動機 
キヤノン 
東芝 
ＮＥＣソフト 
日産自動車 
東日本旅客鉄道（ＪＲ東日本） 
富士通 
リコー 
東京電力 
パイオニア 
ブリヂストン 
オリンパス光学工業 
三洋電機 
アイシン・エィ・ダブリュ 
三菱自動車工業 
富士重工業 
セガ 
ＮＥＣソフト 
日立ソフトウェアエンジニアリング 
アルファシステムズ 
日立情報システムズ 
コーエー 
テクモ 
日本ヒューレット・パッカード 
アルプス電気 
トヨタ自動車 
トステム 
アイシン精機 
アイシン・エィ・ダブリュ 
ＮＯＫ 
松下電器産業 
東陶機器（ＴＯＴＯ） 
ＹＫＫ 
東芝セラミックス 
北海道旅客鉄道 
三井金属鉱業 
日本軽金属 
アイ・ティ・フロンティア 
ＮＴＴデータ 
日本電気（ＮＥＣ） 
ＣＳＫ 
横浜銀行 
ＵＦＪ銀行 
国税庁 関東信越国税局 
日立製作所 
トヨタ自動車 
ＮＥＣソフト 
凸版印刷 
富士ゼロックス 
東京電力 
ＮＴＴドコモ 
東京三菱銀行 
富士総合研究所 
警視庁 
ＪＣＢ 
新東京国際空港公団 
ナムコ 
東京都 豊島区職員 

5（5） 
5（5） 
4（1） 
4（4） 
4（4） 
4（2） 
3（1） 
3（2） 
3（1） 
3（1） 
2（2） 
2（0） 
2（2） 
2（0） 
2（0） 
2（2） 
10（1） 
8（0） 
7（4） 
7（2） 
7（1） 
7（3） 
6（2） 
6（3） 
6（2） 
6（4） 
6（0） 
6（0） 
6（3） 
5（2） 
4（0） 
4（2） 
4（1） 
4（1） 
4（2） 
4（2） 
4（1） 
8（8） 
6（2） 
6（5） 
5（5） 
4（2） 
4（4） 
4（1） 
4（2） 
4（3） 
3（3） 
3（0） 
3（3） 
3（1） 
2（2） 
2（2） 
2（2） 
2（2） 
2（1） 
13（5） 
8（5） 
7（1） 
6（2） 
6（4） 
4（1） 
3（0） 
2（2） 
2（0） 
2（1） 
2（0） 
2（0） 
2（1） 
2（1） 
2（2） 
2（1） 
2（0） 
2（2） 
2（1） 
2（0） 
2（0） 
3（1） 
3（1） 
2（2） 
2（2） 
2（2） 
2（1） 
2（0） 
3（1） 
2（0） 
2（0） 
2（0） 
2（0） 
2（1） 
1（1） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
1（1） 
1（0） 
1（0） 
3（3） 
2（2） 
2（2） 
2（2） 
2（2） 
2（2） 
2（2） 
1（0） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（0） 
1（1） 

平
成
十
五
年
度
の
就
職
状
況

は
、
景
気
回
復
の
傾
向
を
見
せ

つ
つ
も
雇
用
情
勢
の
長
期
停
滞

を
脱
す
る
に
至
ら
ず
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
就
職
環
境
が
継
続

し
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
の
採

用
活
動
は
、
将
来
を
担
う
優
秀

な
人
材
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
厳
選

し
た
採
用
姿
勢
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
就
職
内

定
率
は
九
二
％
（
三
月
十
九
日

現
在
）
で
全
国
平
均
を
上
回
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
「
基
礎
学
力

を
重
視
し
、
高
度
な
専
門
教
育

を
受
け
、
堅
実
な
実
力
を
備
え

て
い
る
」
と
社
会
に
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ

る
。
教
員
採
用
状
況
は
、
少
人

数
学
級
制
や
団
塊
世
代
の
退
職

な
ど
に
よ
り
需
要
が
増
加
し
、

公
立
・
私
立
学
校
教
員
採
用
試

験
に
八
十
五
人
（
昨
年
度
六
十

二
人
）
が
合
格
し
た
。
国
家
・

地
方
公
務
員
試
験
は
、
百
五
十

二
人
（
昨
年
度
百
七
十
一
人
）

が
合
格
し
た
。
ま
た
、
大
学
院

修
士
課
程
に
千
六
百
三
十
八
人

（
昼
間
学
部
進
学
率
四
五
・

三
％
）
が
進
学
し
て
い
る
。

就
職
課
で
は
、
進
路
選
択
能

力
を
醸
成
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ミ
ナ
ー
、
公
務
員
・
教
員
ガ

イ
ダ
ン
ス
、
企
業
研
究
セ
ミ
ナ

ー
、
各
種
試
験
対
策
模
試
・
講

座
、
就
職
マ
ナ
ー
・
面
接
講
習

会
等
、
様
々
な
キ
ャ
リ
ア
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い

る
＝
下
図
参
照
。
学
生
の
皆
さ

ん
は
、
積
極
的
に
参
加
願
い
た

い
。
ま
た
、
就
職
活
動
に
お
け

る
悩
み
事
の
相
談
や
エ
ン
ト
リ

ー
シ
ー
ト
の
添
削
な
ど
も
受
け

付
け
て
い
る
の
で
、
気
楽
に
立

ち
寄
っ
て
も
ら
い
た
い
。

お
薦
め
！
こ
の
 

お
薦
め
！
こ
の
 本
 
本
 
広
報
委
員
　

選
 

転
ば
ぬ
先
の
杖
 理
一
・
教
養
 

三
土
　
修
平
 

『
カ
ル
ト
か
宗
教
か
』
竹
下
　
節
子
 

文
春
新
書（
一
九
九
九
） 

研
究
者
の
目
で
 理
二
・
物
理
 

長
嶋
　
泰
之
 

『
マ
リ
ー
・
キ
ュ
リ
ー
』
桜
井
　
邦
朋
 

地
人
書
館（
一
九
九
五
） 

明
治
維
新
時
の
廃
仏
毀
釈

と
、
国
家
に
よ
る
神
道
の
強
制

を
経
て
、第
二
次
大
戦
後
は「
あ

つ
も
の
に
懲
り
て
な
ま
す
を
吹

く
」
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

日
本
人
は
、
宗
教
と
い
う
と
た

だ
敬
遠
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
大
局
的
な
教
養
が
欠

け
て
い
る
。
そ
の
く
せ
、
神
秘

的
な
も
の
へ
の
漠
然
と
し
た
関

小
学
生
時
代
あ
る
い
は
中
学

生
時
代
に
「
キ
ュ
リ
ー
夫
人
伝
」

を
読
ん
だ
人
は
多
い
と
思
う
。

本
書
は
、
科
学
に
つ
い
て
も
っ

と
多
く
の
知
識
を
持
つ
大
人
を

対
象
に
し
た
、
キ
ュ
リ
ー
夫
人

伝
で
あ
る
。
二
十
世
紀
初
頭
に

お
け
る
物
理
学
の
発
展
に
つ
い

て
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

今
日
、
原
子
力
と
か
放
射
線
と

心
だ
け
は
あ
る
と
い
う
人
が
多

い
た
め
、
神
秘
性
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
的
な
組
織
に
、
時
と

し
て
簡
単
に
ハ
マ
っ
て
し
ま
う
。

本
書
は
、
宗
教
と
、
そ
れ
を
悪
用

し
た
詐
欺
的
事
業
と
を
ど
う
弁

別
す
る
か
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
例

を
紹
介
し
な
が
ら
、
考
え
さ
せ

て
く
れ
る
本
。
大
学
生
に
と
っ

て
は
、
転
ば
ぬ
先
の
杖
で
あ
る
。

い
う
と
何
か
と
白
い
目
で
見
ら

れ
が
ち
な
分
野
だ
が
、
こ
の
分

野
が
物
理
学
の
発
展
に
お
い
て

い
か
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
か
、
ま
た
、
実
社
会
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
る
の

か
と
い
っ
た
記
述
も
な
さ
れ
て

い
る
。
物
理
学
の
研
究
者
を
目

指
す
人
に
は
、
ぜ
ひ
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
本
で
あ
る
。

虫
た
ち
に
学
ぶ
 薬
学
・
製
薬
 

袴
塚
　
高
志
 

『
虫
た
ち
の
化
学
戦
略
』 ウ
ィ
リ
ア
ム
・
 

ア
ゴ
ス
タ
 

長
野
敬
・
赤
松
眞
紀
訳
　

青
土
社（
二
〇
〇
二
） 

ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
 基
工
・
電
子
 

藤
代
　
博
記
 

『
長
い
お
別
れ
』 レ
イ
モ
ン
ド
・
 

チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
 

清
水
俊
二
訳
　

ハ
ヤ
カ
ワ
・
ミ
ス
テ
リ
文
庫（
一
九
七
六
） 

高
校
時
代
に
予
備
校
を
さ
ぼ

っ
て
、
御
茶
ノ
水
の
喫
茶
店
で

読
ん
だ
本
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
ボ

イ
ル
ド
の
名
作
に
し
て
レ
イ
モ

ゲ
ノ
ム
の
彼
方
 経
営
・
経
営
 

榎
本
　

の
ぞ
み
 

『「
生
き
も
の
」感
覚
で
生
き
る
』中
村
　
佳
子
 

講
談
社（
二
〇
〇
二
） 

科
学
技
術
は
ど
こ
ま
で
発
展

し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
そ
の
行
方
は
ど
う
な
る
の

か
。
そ
ろ
そ
ろ
私
た
ち
は
、
生

き
も
の
と
し
て
の
人
間
を
も
っ

と
理
解
し
、
サ
イ
エ
ン
ス
の
向

こ
う
側
に
何
が
あ
る
か
ま
で
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が

き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ゲ
ノ
ム
の
分
野
で
の
第
一

人
者
で
あ
る
著
者
が
、
科
学
技

術
が
生
ん
だ
人
工
物
に
囲
ま
れ

て
暮
ら
す
わ
れ
わ
れ
に
、
今
後

求
め
ら
れ
る
生
き
方
と
そ
の
根

拠
を
、
優
し
く
解
り
や
す
く
語

り
か
け
る
。
生
き
も
の
と
し
て

の
人
間
を
、
内
側
と
外
側
の
両

側
か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊

で
あ
る
。

＊
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東
京
駅
前
の
丸
ビ
ル
。
早
春

の
あ
る
日
、
七
階
の
東
京
２
１

ｃ
ク
ラ
ブ
に
、
理
工
・
経
営
工

学
科
二
年
の
濱
田
優
貴
君
、
工

二
・
電
気
工
学
科
一
年
の
小
杉

幸
弘
君
ら
を
訪
ね
た
。

丸
ビ
ル
に
あ
る
こ
の
会
員
制

フ
ロ
ア
は
、
東
京
２
１
ｃ
ク
ラ

ブ
が
主
催
し
た
「
丸
の
内
学
生

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
ペ
」
の
最
優

秀
賞
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
た
優
勝

賞
品
（
六
ヵ
月
使
用
権
）。
こ

こ
の
一
角
が
彼
ら
の
「
㈲
キ
ャ

ン
パ
ス
シ
テ
ィ
」
の
オ
フ
ィ
ス

だ
。
経
営
す
る
の
は
四
人
。
代

表
取
締
役
の
濱
田
君
、
そ
し
て

小
杉
君
、
寺
町
健
君
（
慶
応
大

二
年
）、
風
間
大
輔
君
（
東
工

大
二
年
）
が
昨
年
八
月
に
資
本

金
十
万
円
で
立
ち
上
げ
た
。

「
㈲
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
テ
ィ
」

は
、
家
庭
教
師
・
塾
講
師
希
望

の
学
生
を
募
り
、
提
携
す
る
全

て
の
会
社
に
一
括
登
録
す
る

「C
am
pus
W
ork

」
を
運

営
し
て
い
る
。
希
望
者
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
希
望
の
時
給
や

地
域
を
記
入
し
、
無
料
で
登
録

す
る
。
数
日
で
ア
ル
バ
イ
ト
情

報
が
送
ら
れ
て
く
る
仕
組
み
。

Ｈ
Ｐ
に
あ
る
広
告
掲
載
料
な
ど

で
、
月
に
約
五
十
万
円
の
売
上

げ
が
あ
る
。
一
回
登
録
す
る
だ

け
で
仕
事
の
依
頼
が
い
く
つ
も

舞
い
込
ん
で
く
る
の
だ
か
ら
、

あ
り
が
た
い
サ
ー
ビ
ス
だ
ろ
う
。

発
案
者
は
社
長
の
濱
田
君
。

「
家
庭
教
師
ア
ル
バ
イ
ト
の
登

録
を
し
た
時
に
、
友
達
を
紹
介

す
れ
ば
三
百
円
の
報
酬
を
も
ら

え
る
っ
て
聞
い
て
、
こ
れ
は
イ

ケ
る
か
も
」
と
思
い
つ
い
た
。

中
学
時
代
の
同
級
生
の
小
杉

君
と
風
間
君
、
友
人
の
寺
町
君

に
声
を
か
け
四
人
で
会
社
を
設

立
。
口
コ
ミ
で
徐
々
に
他
大
学

の
学
生
に
も
広
ま
っ
た
。
今
で

は
一
日
平
均
二
十
人
の
登
録
が

あ
り
、
千
人
以
上
も
の
登
録
者

を
抱
え
て
い
る
。

（財）
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
「
平
成
十
五
年
度
学
生
ベ
ン

チ
ャ
ー
助
成
金
」
審
査
で
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
性
と
学
生
ら
し
さ
が

評
価
さ
れ
、
五
十
万
円
の
助
成

金
が
交
付
さ
れ
た
。
使
い
道
を

尋
ね
る
と
「
オ
フ
ィ
ス
移
転
の

資
金
に
し
ま
す
。
小
遣
い
程
度

に
は
儲
か
る
け
ど
、
普
通
に
バ

イ
ト
し
た
ほ
う
が
稼
げ
ま
す

よ
」
と
笑
い
な
が
ら
濱
田
君
。

「
で
も
、
何
よ
り
も
い
ろ
ん

な
業
種
の
人
と
出
会
え
る
こ
と

が
楽
し
い
」

会
社
も
大
学
も
両
立
さ
せ
て

い
る
。
大
学
で
学
ん
だ
”Ｓ
Ｑ

Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

“
が
デ
ー

タ
管
理
に
役
立
っ
た
。
春
休
み

は
初
の
決
算
報
告
で
忙
し
そ
う
。

仕
事
道
具
は
ノ
ー
ト
型
Ｐ
Ｃ
だ

け
。
夢
は
「
三
十
五
歳
で
引
退

し
て
海
外
と
日
本
を
行
き
来
す

る
よ
う
な
生
活
」
と
社
長
。
め

ざ
す
は
、
一
部
上
場
だ
！

＊
「
㈲
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
テ
ィ
」

は
三
月
に
オ
フ
ィ
ス
移
転
。
問

い
合
わ
せ
はC

am
pusW

ork

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

cam
pusw

ork.jp/

携
帯
電

話
対
応
　
　（
取
材
・
広
報
課
）

三
月
九
日
、
東
京
理
科
大
学

二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
先
導
的
建
築
火
災
安
全
工

学
研
究
の
推
進
拠
点
」
に
よ
る

第
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
総

合
研
究
所
火
災
科
学
研
究
部
門

の
若
松
孝
旺
教
授
（
拠
点
リ
ー

ダ
ー
）
＝
写
真
＝
を
中
心
に
、

千
代
田
区
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
キ
ッ
ク
オ

フ
を
兼
ね
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
「
21
世
紀
の
火
災
科
学

は
何
を
目
指
す
か
」
を
テ
ー
マ

に
、
東
京
消
防
庁
を
は
じ
め
、

本
学
と
連
携
大
学
院
を
提
携
す

る
独
立
行
政
法
人
建
築
研
究

所
、
損
害
保
険
会
社
、
大
手
建

設
会
社
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な

ど
各
界
か
ら
、
総
勢
二
百
七
十

五
人
が
参
加
し
た
。

第
一
部
で
は
理
事
長
、
学
長

の
挨
拶
、
当
部
門
長
、
森
田
昌

宏
教
授
（
拠
点
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

に
よ
る
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
、

理
工
・
大
宮
喜
文
講
師
（
事
業

推
進
担
当
）
に

よ
る
本
学
の
火

災
研
究
の
沿

革
・
将
来
構
想

の
説
明
等
が
行

わ
れ
、
第
二
部

で
は
同
サ
ブ
リ

ー
ダ
ー
須
川
修

身
教
授
（
諏
訪
理
大
）
の
司
会

進
行
に
よ
り
、
本
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
客

員
教
員
七
人
に
よ
る
最
先
端
の

火
災
研
究
、
火
災
事
例
を
通
し

た
火
災
安
全
技
術
・
設
計
、
確
率

論
的
に
見
た
火
災
現
象
と
評
価

手
法
、
火
災
安
全
対
策
に
お
け

る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
な

ど
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
あ
っ
た
。

第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
同
研
究
所
の

菅
原
進
一
教
授
を
司
会
進
行

に
、
建
築
火
災
安
全
に
係
わ
る

建
築
・
消
防
の
性
能
設
計
を
推

進
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や

技
術
の
開
発
、
火
災
安
全
に
対

す
る
教
育
、
火
災
リ
ス
ク
研
究

と
損
害
保
険
へ
の
火
災
科
学
の

導
入
な
ど
に
つ
い
て
討
論
が
な

さ
れ
、
フ
ロ
ア
ー
か
ら
も
活
発

な
意
見
が
あ
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
懇

親
会
が
開
か
れ
た
。
来
年
度
は

一
層
充
実
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
が
期
待
さ
れ
る
。

四
人
チ
ー
ム（
）敢
闘
賞 

経営 

日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ 

Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ 

日
本
経
済
新
聞
社
が
主
催
す

る
中
・
高
・
大
学
生
の
た
め
の

株
式
学
習
コ
ン
テ
ス
ト
「
第
四

回
日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ
」

で
、
経
営
学
部
・
下
川
講
師
ゼ

ミ
の
渡
邊
恭
子
さ
ん
（
三
年
）、

吉
川
芙
佐
子
さ
ん
（
三
年
）
、

吉
久
貴
士
さ
ん
（
三
年
）
、
安

永
和
史
君
（
二
年
）
の
チ
ー
ム

が
敢
闘
賞
を
受
賞
。
三
月
十
三

日
に
日
経
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。

「
日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ
」

と
は
株
式
の
分
散
投
資
に
関
す

る
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
単
に
投
資

収
益
を
競
う
の
で
は
な
く
「
長

期
投
資
」「
分
散
投
資
」「
オ
リ

ジ
ナ
ル
基
準
」
の
三
つ
の
観
点

か
ら
株
式
を
選
択
し
、
そ
の
思

考
過
程
を
レ
ポ
ー
ト
に
す
る
。

入
賞
し
た
四
人
は
、
株
式
選
択

の
基
準
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」

と
い
う
組
織
戦
略
に
着
目
。
企

業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

こ
の
概
念
が
ま
だ
企
業
に
浸
透

し
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
、
こ

の
定
量
的
な
基
準
作
り
を
レ
ポ

ー
ト
の
目
標
に
し
、
そ
の
独
自

性
が
評
価
さ
れ
た
。

四
君
は
寝
る
暇
も
惜
し
ん
で

ス
ト
ッ
ク
リ
ー
グ
に
取
り
組
ん

だ
。「
理
系
的
な
要
素
を
持
ち
つ

つ
、
経
営
学
的
視
点
か
ら
経
済

を
見
つ
め
る
と
い
う
理
科
大
経

営
学
部
の
私
達
ら
し
い
レ
ポ
ー

ト
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
る
」
と
受
賞
の

喜
び
を
語
っ
た
。

今
大
会
は
全
国
二
百
五
十
六

校
、
千
三
百
五
十
四
チ
ー
ム
、

五
千
三
百
九
十
三
人
が
参
加
し
、

十
一
チ
ー
ム
が
受
賞
し
た
。

＊
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ
Ｈ
Ｐ

http://m
anabow

.com
/s

l/index.htm
l

「
先
導
的
建
築
火
災
安
全
工
学
研
究
の
推
進
拠
点
」 

「
先
導
的
建
築
火
災
安
全
工
学
研
究
の
推
進
拠
点
」 

Ｃ
Ｏ
Ｅ
　   

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く 

プ
　
ロ 

グ
ラ
ム 

「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」 

80
大
学
が
集
い
フ
ォ
ー
ラ
ム 

平
成
十
五
年
度
「
特
色
あ
る

大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
文
部
科
学
省
主

催
）
が
一
月
二
十
二
日
、
東
京

国
際
交
流
館
で
開
催
さ
れ
た
。

本
学
を
は
じ
め
採
択
さ
れ
た
約

八
十
大
学
が
集
い
、
採
択
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

本
学
の
採
択
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

「
全
寮
制
に
基
づ
く
全
人
的
教

養
教
育
」
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
代
表
の
渡
辺

恒
夫
基
礎
工
学
部
長
は
じ
め
、

恩
田
教
授
、
本
田
及
び
野
沢
助

教
授
（
長
万
部
教
養
）
、
新
井

庶
務
課
長
、
永
井
基
礎
工
学
事

務
課
長
が
参
加
し
て
説
明
し
た

が
、
本
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
多

く
の
大
学
関
係
者
が
高
い
関
心

を
示
し
た
。

渡
辺
基
礎
工
学
部
長
は
「
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

当
大
学
の
取
り
組
み
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
議
論
さ
れ

た
。
大
変
多
く
の
大
学
関
係
者

が
参
加
し
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
た
」
と
語
っ
た
。

平成１６年度東京理科 ＜大学学部別志願者数＞ 
学　部 Ａ方式（人） B方式（人） 合計（人） 

3,217 

2,365 

1,651 

4,691 

846 

1,208 

13,978 

545 

243 

788 

14,766

理学部第一部 

薬 学 部  

工学部第一部 

理 工 学 部  

基 礎 工 学 部  

経 営 学 部  

昼 間 学 部 計  

理学部第二部 

工学部第二部 

夜 間 学 部 計  

大 学 計  

7,048 

6,782 

2,480 

12,266 

1,863 

1,443 

31,882 

861 

497 

1,358 

33,240

10,265 

9,147 

4,131 

16,957 

2,709 

2,651 

45,860 

1,406 

740 

2,146 

48,006

表２． 

志
願
者
５
万
人
切
る

二
月
三
日
か
ら
十
二
日
間
に

わ
た
り
、
平
成
十
六
年
度
の
入

学
試
験
が
行
わ
れ
た
。
本
学
志

願
者
は
、
Ａ
方
式
（
セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
）
で
は
前
年
比
一
千

五
百
九
十
一
人
（
九
・
七
％
）

減
の
一
万
四
千
七
百
六
十
六

人
、
Ｂ
方
式
（
本
学
独
自
の
試

験
）
で
は
前
年
比
二
千
二
百
八

十
人
（
六
・
四
％
）
減
の
三
万

三
千
二
百
四
十
人
、
全
体
で
は

三
千
八
百
七
十
一
人
減
の
四
万

八
千
六
人
と
な
り
、
残
念
な
が

ら
五
年
連
続
の
五
万
人
突
破
と

な
ら
ず
に
終
わ
っ
た
。
学
部
別

で
見
る
と
、
Ａ
・
Ｂ
方
式
通
じ

て
全
学
部
減
少
と
い
う
結
果
と

な
っ
た
が
、
学
科
で
見
る
と
理

工
学
部
の
工
学
系
の
学
科
の
健

闘
が
見
ら
れ
た
。

少
子
化
が
進
む
と
と
も
に
理

工
系
人
気
に
陰
り
が
見
え
出

し
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
が

よ
り
一
層
厳
し
さ
を
増
す
な
か

で
、
本
学
も
多
く
の
大
学
同
様

志
願
者
の
減
少
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
他
大
学
の
理
工
系
学
部

で
は
軒
並
み
一
〇
％
以
上
の
志

願
者
数
減
と
い
う
状
況
下
に
お

い
て
本
学
は
健
闘
し
た
と
言
え

よ
う
。

今
後
は
実
力
主
義
の
学
風
、

不
況
下
で
の
就
職
の
強
さ
な
ど

に
加
え
て
、
受
験
生
に
支
持
さ

れ
る
項
目
を
さ
ら
に
多
く
持
ち

合
わ
せ
る
よ
う
、
入
試
制
度
を

は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の

分
析
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。

平成16年度　父母懇談会　日程 

※岩手、山口は会場選択 / （注）静岡県コンベンションアーツセンター　グランシップ 

鹿児島 

福　岡 

徳　島 

松　山 

岡　山 

大　阪 

宇都宮 

高　崎 

水　戸 

静　岡 

名古屋 

青　森 

福　島 

新　潟 

富　山 

札　幌 

16都市 

九　州 
・ 
沖　縄 

四　国
 

 

中　国 

近　畿 

 

関　東 

 

東　海
 

 

東　北
 

 

甲信越 

北　陸 

北海道 

計 10

6/12（土） 

6/13（日） 

6/19（土） 

6/20（日） 

6/26（土） 

6/27（日） 

7 / 3（土） 

7/18（日） 

7/19（月） 

7 / 4（日） 

7/17（土） 

7/10（土） 

7/11（日） 

7/24（土） 

7/31（土） 

8 / 1（日） 

16日間 

ステーションホテルニューカゴシマ 

福岡ガーデンパレス 

徳島プリンスホテル 

シャトーテル松山 

岡山ロイヤルホテル 

新大阪ワシントンホテルプラザ 

ホテルニューイタヤ 

高崎ビューホテル 

水戸京成ホテル 

グランシップ（注） 

名鉄ニューグランドホテル 

青森県教育会館 

ホテル辰巳屋 

万代シルバーホテル 

富士全日空ホテル 

ホテルニューオータニ札幌 

16会場 

鹿児島、熊本、宮崎、沖縄 

福岡、佐賀、長崎、大分、※山口 

徳島、高知 

香川、愛媛 

岡山、広島、鳥取、島根、※山口 

大阪、滋賀、奈良、京都、和歌山、兵庫 

栃木 

群馬 

茨城 

静岡、山梨 

愛知、岐阜、三重 

青森、秋田、※岩手 

福島、宮城、山形、※岩手 

新潟 

富山、石川、福井 

道内全域 

1道2府38県 

地区 開催期日 開催地 開 催 場 所 対象都道府県 

丸
ビ
ル
に
オ
フ
ィ
ス
を
開
い
た
！ 
丸
ビ
ル
に
オ
フ
ィ
ス
を
開
い
た
！ 

め
ざ
す
は�
一
部
上
場
�だ 

丸
の
内
学
生 

コ
ン
ペ
優
勝 

学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
四
君 

夢はデッカク！〝学生ベンチャー〟の
右から小杉君、濱田君、寺町君、風間君

STOCKコンテスト敢闘賞の前列左から
渡邊さん、吉川さん、後列同吉久君、安永君

父母懇談会を開催します 父母懇談会を開催します 
―来月29日に父母会設立総会― 

少子化の影響じわり 
平成16年度　入試のまとめ 

平
成
十
六
年
度
父
母
懇
談
会
が
別
表
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
昨
年
度
よ

り
会
場
数
を
増
や
し
、
よ
り
充
実
し
た
懇
談

会
と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

父
母
懇
談
会
で
は
理
事
会
、
学
部
長
、
学

生
部
長
等
か
ら
本
学
を
取
り
巻
く
現
状
や
学

生
の
修
学
状
況
、
卒
業
後
の
就
職
・
進
路
状

況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
希
望
者
に
は
各

学
部
教
員
に
よ
る
個
別
面
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
懇
談
会
終
了
後
に
は
、
本
学
か
ら
の
出

席
者
と
の
懇
親
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ご
父
母
に
は

五
月
上
旬
か
ら
順
次
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
五
月
二
十
九
日（
土
）に
は
父
母

会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
東
京
理
科
大
学
に

父
母
会
が
設
立
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
年
度

の
父
母
懇
談
会
は
大
学
主
催
で
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
今
後
、
父
母
会
が
中
心
と
な
り
ご
父

母
の
要
望
に
そ
っ
た
形
で
の
父
母
懇
談
会
が

開
催
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

表１．＜平成１６年度私大入試志願者数＞ 

※単位：人／一般入試＋センター入試の合
計／Ⅱ期入試＝３月入試は除く／かっこ内
は前年度順位 

113,527 
96,483 
86,198 
82,518 
75,775 
67,643 
62,484 
48,404 
48,006 
46,524 
43,996 
43,277 
40,355 
37,991 
37,165

早 稲 田 大学  
立 命 館大学  
法 政 大 学  
日 本 大 学  
明 治 大 学  
中 央 大 学  
関 西 大 学  
東 洋 大 学  
東京理科大学 
近 畿 大 学  
立 教 大 学  
慶應義塾大学 
龍 谷 大 学  
青山学院大学 
福 岡 大 学  
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恩
田
長
万
部
教
養
部
長
は
「
次

代
を
担
う
科
学
者
を
育
て
る
と

い
う
信
念
の
も
と
に
、
皆
さ
ん

に
接
し
て
来
ま
し
た
。
今
こ
の

会
場
を
見
渡
し
、
一
段
と
成
長

し
た
顔
を
見
る
に
つ
け
、
皆
さ

ん
に
お
任
せ
し
た
い
と
強
く
感

じ
ま
す
」
と
続
け
た
。

こ
れ
に
対
し
て
学
生
代
表
は

「
入
寮
当
初
の
よ
そ
よ
そ
し
い

雰
囲
気
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
第
に
仲
良
く
な
る

に
つ
れ
、
家
族
の
よ
う
な
存
在

と
な
り
、
今
で
は
喧
嘩
も
仲
直

り
も
素
直
に
出
来
る
よ
う
な
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
得
が
た
い
経
験
で
し
た
」

と
謝
辞
を
述
べ
た
。
時
折
り
言

葉
に
つ
ま
る
場
面
も
あ
り
、
言

葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
、
濃

密
な
一
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
た
。
ま
た
、
他
の
学

生
も
、
そ
れ
ま
で
緊
張
し
た
面

平
成
十
五
年
度
小
玉
記
念
科
学

賞
授
与
式
が
、
三
月
十
九
日
、
学

位
記
・
修
了
証
書
授
与
式
終
了
後

に
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
は
そ
れ
ぞ

れ
名
前
が
彫
り
こ
ま
れ
た
ク
リ
ス

タ
ル
ガ
ラ
ス
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈

呈
さ
れ
た
。

小
玉
記
念
科
学
賞
は
、

（財）
科
学

技
術
振
興
会
（
小
玉
財
団
）
が
学

業
研
究
に
極
め
て
優
秀
な
成
績
を

修
め
た
者
に
贈
る
賞
で
、
学
部
と

大
学
院
の
卒
業
生
・
修
了
生
の
う

ち
各
学
科
・
専
攻
か
ら
推
薦
さ
れ

た
者
に
授
与
さ
れ
る
。
本
年
度
の

受
賞
者
は
計
六
十
二
人
で
、
次
の

と
お
り
。

◆
学
部
【
理
一
】
数
学
・
菅
嶋

良
／
物
理
・
下
山
田
篤
史
／
化

学
・
野
元
邦
治
／
応
数
・
島
田
直

樹
／
応
物
・
村
田
佳
史
／
応
化
・

岩
瀬
顕
秀
【
理
二
】
数
学
・
小
塚

常
記
／
物
理
・
大
槻
美
里
／
化

学
・
唐
澤
智
子
【
工
一
】
建
築
・

清
田
直
子
／
工
化
・
竹
部
亨
／
電

気
・
石
井
健
太
郎
／
経
営
・
宮
下

昌
子
／
機
械
・
柄
澤
雅
浩
【
工
二
】

建
築
・
高
橋
康
代
／
電
気
・
関
昌

也
／
経
営
・
野
村
紀
匡
【
薬
学
】

薬
学
・
砂
倉
恵
果
／
製
薬
・
坂
倉

亜
依
【
理
工
】
数
学
・
山
本
一

善
／
物
理
・
川
島
宏
幸
／
情
報
・

本
間
義
之
／
応
生
・
桧
垣
匠
／
建

築
・
北
堀
純
／
工
化
・
石
藤
美

紀
／
電
気
・
佐
々
木
毅
／
経
営
・

清
一
人
／
機
械
・
熊
谷
友
貴
／
土

木
・
榎
本
忠
夫
【
基
工
】
電
子
・

松
原
靖
／
材
料
・
中
村
幸
／
生

物
・
堀
牧
恵
【
経
営
】
五
十
嵐
理

恵
【
山
口
】
電
子
・
橘
川
朋
成
／

素
材
・
丸
谷
洋
正

◆
大
学
院
修
士
課
程
【
理
】
数

学
・
進
藤
久
和
／
物
理
・
一
色
智

裕
／
化
学
・
今
田
涼
子
／
理
数
・

竹
村
和
晃
【
工
】
建
築
・
石
飛
直

樹
／
工
化
・
山
口
潤
一
郎
／
電

気
・
高
山
直
樹
／
経
営
・
萩
野
篤

司
／
機
械
・
加
藤
陽
介
【
薬
】
岡

部
淑
子
【
理
工
】
数
学
・
吉
田
哲

哉
／
物
理
・
河
上
真
一
／
情
報
・

小
瀬
木
浩
昭
／
応
生
・
石
川
玄
／

建
築
・
千
葉
陽
一
／
工
化
・
後
藤

俊
弘
／
電
気
・
秦
野
康
生
／
経

営
・
有
川
慶
子
／
機
械
・
多
ヶ
谷

恵
美
／
土
木
・
富
野
雄
一
朗
【
基

工
】
電
子
・
増
田
雅
史
／
材
料
・

長
谷
川
淳
／
生
物
・
外
崎
円
【
経

営
】
栗
田
繁
【
生
命
】
田
中
伸
弥

【
山
口
】
高
松
秀
明

◆
留
学
生
【
基
工
】M

O
H
D

A
M
B
R
IB
IN
M
O
H
A
M
E
D

2004年（平成16年） ４月23日（金）（10 ）

持
ち
で
あ
っ
た
の
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
一
年
間
を
思
い
出
し
て

か
、
夢
見
が
ち
な
表
情
を
浮
か

べ
た
り
、
学
生
代
表
に
同
意
を

示
す
よ
う
に
う
な
づ
い
た
り
し

て
い
た
。

式
典
後
は
、
学
生
自
主
制
作

の
ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
た
。

広
く
募
集
し
て
選
び
ぬ
か
れ
た

写
万
岳
山
頂
で
の
記
念
撮
影

や
、
鮭
を
釣
り
上
げ
た
瞬
間
、

集
団
で
の
テ
ス
ト
勉
強
、
雪
合

戦
に
興
じ
る
様
子
等
が
音
楽
に

合
わ
せ
て
次
々
と
映
し
出
さ
れ

る
と
、
会
場
に
は
歓
声
や
ど
よ

め
き
が
起
こ
っ
た
。
あ
る
学
生

は
「
短
い
よ
う
で
、
振
り
返
る

と
色
々
あ
り
ま
し
た
。
懐
か
し

い
で
す
ね
」
と
語
っ
た
。

夕
方
に
は
学
生
主
催
の
退
寮

パ
ー
テ
ィ
ー
、
夜
は
学
生
バ
ン

ド
に
よ
る
ラ
イ
ブ
が
あ
り
、
全

員
で
最
後
の
日
を
楽
し
ん
だ
。

第
十
七
回
長
万
部
学
寮
退
寮

式
が
、
二
月
二
十
日（
金
）午
前

九
時
よ
り
地
元
名
士
、
学
部
長

出
席
の
も
と
執
り
行
わ
れ
た
。

退
寮
学
生
数
は
二
百
九
十
一
人

で
、
一
人
の
退
学
者
も
無
か
っ

た
。渡

辺
恒
夫
基
礎
工
学
部
長
は

式
辞
で
「
現
在
の
危
機
的
世
界

情
勢
を
鑑
み
る
に
、
こ
れ
か
ら

の
人
間
に
必
要
な
の
は
、
知
識

よ
り
も
心
で
す
。
み
な
さ
ん

は
、
こ
の
一
年
間
北
海
道
の
雄

大
な
自
然
の
中
で
学
び
、
多
く

の
友
と
生
活
を
共
に
し
た
こ
と

で
、
そ
の
た
め
の
重
要
な
ベ
ー

ス
を
つ
か
ん
だ
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

平
成
十
五
年
度
の
学
長
表
彰
式
が
三
月
十
七
日
、
１
号
館
17
階
の
記
念
講
堂
で
行
わ
れ
た
。

式
に
は
、
学
長
、
各
学
部
長
を
は
じ
め
教
職
員
四
十
三
人
、
受
賞
者
を
含
む
学
生
百
二
十
七
人

が
参
加
し
、
学
長
賞
に
一
団
体
と
個
人
二
人
、
学
生
部
長
賞
に
三
団
体
と
個
人
四
人
が
表
彰
さ

れ
た
。
式
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
受
賞
し
た
学
生
た
ち
が
各
競
技
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
や
大
会
成
績
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
な
ど
、
学
長
を
交
え
て
和
や
か
に
懇
談
し
た
。

指
揮
を
す
る
米
崎
さ
ん

や
さ
し
さ
と
心
に
ユ
ー
モ
ア
を
持
っ

た
人
で
あ
る
。
「
ま
わ
り
の
人
を
幸
せ

に
す
る
の
が
指
揮
者
だ
」
と
の
恩
師
の

言
葉
を
座
右
の
銘
に
す
る
。
朴
訥
な
笑

顔
が
お
の
ず
と
人
柄
を
物
語
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ザ
ン
ソ
ン
国
際
指
揮

者
コ
ン
ク
ー
ル
の
決
勝
で
、
演
奏
し
て

く
れ
た
リ
ヨ
ン
国
立
管
弦
楽
団
の
楽
団

員
た
ち
が
握
手
を
し
て
く
れ
た
。
こ
の

大
会
で
、
日
本
人
三
十
人
を
含
む
応
募

者
二
百
人
を
勝
ち
抜
き
、
最
後
に
日
・

加
・
露
の
三
人
が
残
っ
た
。
グ
ラ
ン
プ

リ
は
な
く
、
三
人
が
と
も
に
最
高
位
を

得
た
。「
正
直
い
っ
て
優
勝
し
た
か
っ

た
」
と
、
悔
し
い
気
持
ち
は
今
も
残
る
。

だ
が
国
内
外
を
通
じ
て
一
切
の
コ
ン
ク

ー
ル
出
場
経
験
が
な
く
、
国
際
コ
ン
ク

ー
ル
に
は
三
十
五
歳
と
い
う
年
齢
制
限

ぎ
り
ぎ
り
で
、
己
を
試
す
た
め
に
挑
ん

だ
末
の
快
挙
だ
っ
た
。

米
崎
さ
ん
は
、
中
三
ま
で
野
球
部
に

属
し
た
野
球
少
年
だ
っ
た
。
ピ
ア
ノ
は

小
一
の
時
、
少
し
習
っ
た
が
、
す
ぐ
や

め
た
。
当
時
ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
ー
が
好

き
に
な
り
、
音
が
よ
く
響
く
牛
乳
ビ
ン

を
マ
イ
ク
代
わ
り
に
、
友
達
と
コ
ン
ビ

で
夢
中
に
な
っ
て
歌
っ
た
。
小

五
の
夏
休
み
、
家
に
あ
っ
た
ケ

ン
プ
が
弾
く
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
に
感
動
し
て
、

再
び
ピ
ア
ノ
を
習
い
始
め
た
。

そ
し
て
中
二
の
時
、
テ
レ
ビ

画
面
の
指
揮
者
カ
ラ
ヤ
ン
の
格

好
良
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
。
髪
形

を
ま
ね
、
黒
い
丸
首
セ
ー
タ
ー

を
カ
ラ
ヤ
ン
・
セ
ー
タ
ー
と
名

付
け
て
着
た
。
台
所
に
あ
っ
た
菜
箸
を

削
り
、
ワ
イ
ン
の
コ
ル
ク
を
握
り
部
分

に
使
っ
て
指
揮
棒
を
作
っ
た
。
掃
除
の

時
間
に
校
内
放
送
で
流
れ
る
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
田
園
」
に
合
わ
せ
て
、
思

わ
ず
椅
子
に
上
が
っ
て
指
揮
を
し
た

り
、
ま
た
翌
年
の
ク
ラ
ス
対
抗
の
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
指
揮
者
に
志
願

し
、
な
ん
と
優
勝
。

川
越
高
校
で
は
吹
奏
楽
部
で
フ
ル
ー

ト
を
担
当
。
音
大
に
行
き
た
か
っ
た
が

両
親
に
猛
反
対
さ
れ
東
京
理
科
大
に
進

学
。
理
科
大
オ
ケ
で
は
フ
ル
ー
ト
な
ら

び
に
学
生
指
揮
者
と
し
て
も
活
躍
。
在

学
中
、
指
揮
法
の
レ
ッ
ス
ン
に
通
っ
た
。

大
学
院
に
進
ん
で
高
温
超
伝
導
材
料

の
研
究
を
し
、
貴
金
属
メ
ー
カ
ー
の
研

究
開
発
部
門
に
就
職
す
る
。
仕
事
も
楽

し
く
、
い
い
会
社
だ
っ
た
が
、
三
十
歳

を
区
切
り
に
退
職
し
、
東
京
音
大
に
三

年
間
学
ん
だ
。

「
音
楽
力
を
さ
ら
に
養
う
地
道
な
勉

強
は
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
」
と
米
崎
さ

ん
。
こ
の
二
月
、
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
に
客
演
。
プ
ロ
へ
の
米

崎
さ
ん
の
挑
戦
は
、
い
ま
始
ま
っ
た
ば

か
り
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

ブザンソン国際指揮者コン 
クールで最高位を獲得した 米崎　栄和さん 

★略歴（よねざき・しげかず）1968年10
月生まれ。93年３月理学部応用物理学科
卒、95年３月大学院理学研究科修士課程
物理学専攻修了。2003年３月東京音楽大
学指揮科研究生修了。同年９月ブザンソ
ン国際指揮者コンクールで最高位。

受賞団体・個人 主な成績・記録 

Ⅰ部体育局水泳部 

第47回東日本理工科系大学選手権水泳競技大会 優勝 
第76回関東学生選手権水泳競技大会（4部） 男子団体優勝 

（3部昇格） 
泳光戦（11大学対抗戦） 男子優勝・女子準優勝 
関東学生陸上競技対校選手権大会（2部）200m 優勝 
第12回日本学生陸上競技種目別選手権大会 200m 出場 
日本学生陸上競技対校選手権大会 200m 準決勝進出 
関東理工科大学硬式庭球連盟 
第26回新人トーナメント大会（男子シングルス） 優勝 
関東理工科大学個人トーナメント大会（男子シングルス） 優勝 
 （2年連続） 

関東大学アイスホッケーリーグ戦（5部） 2位（4部昇格） 
全日本大学空手道選手権大会 出場 
関東学生ヨット選手権大会（春季） 470級11位 
 スナイプ級11位 
関東学生ヨット選手権大会（秋季） 470級11位 
 スナイプ級13位 

第45回全関東大学空手道選手権大会（2部） 優秀選手 
 
 
第48回全日本学生競技ダンス選手権大会 
スローフォックストロットの部 10位 
 
第13回東京都杖道大会（初段の部） 優勝 
第14回東京都杖道大会（二段の部） 優勝 
第21回東京都中央地区居合道大会（初段の部） 準優勝 

Ⅰ部体育局アイスホッケー部 

Ⅰ部体育局空手道部 

Ⅰ部体育局ヨット部 

玉田　真規 
（Ⅰ部体育局舞踏研究部４年） 
壷阪　尚子 
（Ⅱ部体育会舞踏研究部４年） 

菊池　孝明 
（Ⅱ部体育会合気道部４年） 

大室　俊之 
（Ⅰ部体育局柔道部２年） 

藤村　　真（Ⅱ部体育会合気道部３年） 
川澄　　誠（Ⅱ部体育会合気道部１年） 
伊藤　圭世（Ⅱ部体育会ソフトテニス部３年） 
水田　和志（Ⅱ部体育会ソフトテニス部２年） 

日比野　裕輔 
（Ⅰ部体育局水泳部１年） 

経営学部のISO認証取得に際し、学生環境管理委員会とし
て環境マネジメントシステムの組織に加わり、学生に関す
るアンケート、データ取り、学生に対する呼びかけ、内部
監査員の講習を受け内部監査員となる等貢献をした。とり
わけ第１次、第２次審査に際し、審査員から学生環境委員
会としての審査を受け評価を受けた。また地域の環境団体
との交流も行い、対外的にも貢献した。 

学生環境管理委員会 
（エコ・クローバー） 

神楽坂地区再構築の影響で体育館の使用ができないなか、11
号館視聴覚教室での蓮池透氏の講演や、学内ウォークラリー
などの多彩な企画を立て、理大祭を盛り上げた。 

理大祭実行委員会（神楽坂） 

薬学部移転による薬学部校舎前広場におけるイベント企画及
び新講義棟での企画団体の取りまとめ等、学生、教職員、地
域住民を含めた交流の場を作り上げ催しを成功させた。 

理大祭実行委員会（野　田） 

花火打ち上げ、講演会などを恒例企画とするとともに、地域
密着型の学園祭として市民との交流をはかる多彩な企画を行
い、無事故で開催することに成功した。 

理大祭実行委員会（久　喜） 

体育祭当日は明け方まで降り続いた雨の影響で体育館での開
催となったが、例年にない安全を考慮した企画を立て、約
1,000人の参加者を集め、体育祭を成功に導いた。 

体育祭実行委員会 

西崎　昭吾（Ⅰ部体育局　局長）他本部役員16名 
佐藤　峻一（Ⅱ部体育会　会長）他本部役員9名 

● 学長賞 ● 

● 学生部長賞 ● 

● 功労賞 ● 

第30回全日本2部学生柔道大会（軽量級の部） 優勝 
第31回全日本2部学生柔道大会（軽量級の部） 準優勝 
日本学生選手権水泳競技大会 200m自由形 57位／関東学生
選手権水泳競技大会（4部）200m自由形 1位・400m自由形 
1位／東日本理工科系大学選手権水泳競技大会 200m自由形 
1位（大会新）・400m自由形 1位 

第15回東京都杖道大会（初段の部）優勝 
第30回全日本杖道大会（初段の部） ベスト8 
平成15年度関東大学二部ソフトテニス 
連盟秋季大会（個人戦男子の部）優勝 

● 特別奨励賞 ● 

●  奨励賞 ● 

川尻　　陽平 
（Ⅰ部体育局陸上競技部４年） 

菱沼　　雅憲 
（Ⅰ部体育局硬式庭球部４年） 

早川　　佑介 
（Ⅰ部体育局空手道部４年） 
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岡
村
学
長
と
と
も
に
晴
れ
の
受
賞
者
た
ち

学
長
賞
・
学
生
部
長
賞

４
団
体
と
６
人
に

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

「
東
京
理
科
大
学
報
」に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
、
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
今
後
の
紙
面
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　【
宛
先
】
〒
162- 
8601
新
宿
区
神
楽
坂1-3 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課 

　【
電
話
／FAX

】03 -5228 -8107
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哀歓の１年…第１７期生退寮式 
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